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ヴ
ァ
イ
マ
ル
期
・
ナ
チ
期
に
お
け
る
エ
ミ
ー
ル
・
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
の
新
聞
学

）

一　
（

は
じ
め
に

　

現
代
ド
イ
ツ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
に
お
い
て
、
そ
の
前

身
で
あ
る
ヴ
ァ
イ
マ
ル
時
代
の
新
聞
学
は
、
総
じ
て
低
く
評
価
さ

れ
て
き
た
。
リ
ュ
ー
ル
は
エ
ミ
ー
ル
・
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
に
代
表
さ

れ
る
戦
前
の
新
聞
学
を
、
実
践
の
学
を
装
う
「
実
務
主
義Prak-

tizism
us

」
で
あ
っ
た
と
す
る

（
（
（

。
批
判
の
対
象
と
な
る
の
は
、
社

会
科
学
と
し
て
の
方
法
論
的
な
問
題
点
と
そ
れ
に
起
因
す
る
汎
用

性
の
と
ぼ
し
さ
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
新
聞
学
が
「
才
能
」
と

い
っ
た
概
念
を
、
歴
史
上
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
偉
業
に
そ
の
要

素
を
見
い
だ
す
ば
か
り
で
、
経
験
的
に
検
証
可
能
な
も
の
と
し
て

定
義
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
事
象

を
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
個
人
の
倫
理
的
・
規
範
的
問
題
に
帰
す
傾
向

が
強
く
、
組
織
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
社
会
的
役
割
・
メ
デ
ィ
ア

の
種
類
に
由
来
す
る
問
題
の
多
様
性
や
そ
の
歴
史
的
・
社
会
的
変

化
へ
の
目
配
り
が
少
な
い
こ
と
で
あ
る
。
結
果
と
し
て
新
聞
学
は
、

体
系
的
な
観
察
に
基
づ
い
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
関
係
の
分
析
で
は

な
く
、「
見
つ
け
出
さ
れ
た
個
別
事
例
を
広
め
、
珍
事
を
強
調
し
、

逸
話
を
提
示
す
る
こ
と
」
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
い
う

（
（
（

。
加
え
て
、

新
聞
学
が
、
社
会
学
、
心
理
学
、
経
済
学
、
政
治
学
な
ど
の
隣
接

学
問
と
の
関
係
を
な
い
が
し
ろ
に
し
、「
固
有
の
方
法
」
で
、「
実

践
」
に
奉
仕
す
る
と
い
う
理
由
で
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
分
析
す

る
排
他
的
な
権
利
を
要
求
し
た
こ
と
も
問
題
に
さ
れ
る

（
（
（

。
こ
う
し

た
特
徴
を
持
つ
新
聞
学
に
、
逆
に
「
実
践
」
と
の
「
隔
た
り
」
を

見
て
、
そ
れ
を
新
聞
学
の
「
メ
ル
ク
マ
ー
ル
」
と
す
る
向
き
も
あ

り
、
こ
う
し
た
見
解
は
、
ド
イ
ツ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
理
論
の
代

表
的
な
テ
キ
ス
ト
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る

（
（
（

。
し
か
し
な
が
ら
、

「
実
践
」
と
の
関
係
を
め
ぐ
る
こ
れ
ら
の
相
互
に
矛
盾
す
る
評
価

七
七
二

ヴ
ァ
イ
マ
ル
期
・
ナ
チ
期
に
お
け
る
エ
ミ
ー
ル
・
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
の
新
聞
学

─
─
そ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
史
に
お
け
る
位
置
づ
け
に
つ
い
て＊

─
─
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二　
（

に
お
い
て
は
、
新
聞
学
が
ど
の
よ
う
な
歴
史
的
背
景
の
も
と
に
誕

生
し
た
の
か
、
と
い
う
歴
史
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
が
十
分
に
考
慮
さ

れ
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
。
そ
れ
は
、
新
聞
を
は
じ
め
と
し
た

メ
デ
ィ
ア
を
記
述
・
分
析
す
る
新
聞
学
自
体
が
、
同
時
代
の
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
の
関
係
の
中
で
誕
生
し
た
こ
と
を
再
認
識
す
る

必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
新
聞
学
を
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
史
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
史
を
含
む
）
に
ど
の
よ
う
に
位

置
づ
け
る
の
か
、
と
い
う
問
い
が
お
の
ず
と
生
ま
れ
る
こ
と
に
な

る
。

　

そ
も
そ
も
ド
イ
ツ
に
お
い
て
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
史
は
、
歴
史
学

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
双
方
に
お
い
て
、
長
い
間
、
包
括
的

に
叙
述
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
領
域
で
あ
る
。
ま
た
、
本
稿
が
扱
う

新
聞
学
と
の
関
係
も
、
多
角
的
に
究
明
さ
れ
て
き
た
と
は
言
え
な

い
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
に
お
い
て
、
歴
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ

を
と
っ
た
研
究
は
、
一
九
六
〇
年
代
以
降
の
コ
シ
ュ
ー
ク
に
よ
る

新
聞
研
究
の
長
い
伝
統
が
あ
る

（
（
（

。
た
だ
し
、
そ
の
関
心
の
中
心
は
、

個
々
の
新
聞
の
盛
衰
や
そ
の
党
派
性
で
あ
り
、
集
団
と
し
て
の
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
編
集
者Redakteur

よ
り
も
、
著
名
な
人
物

が
散
発
的
に
言
及
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
歴
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ

を
取
る
研
究
で
は
、
医
者
や
弁
護
士
な
ど
の
高
度
な
知
識
と
倫
理

観
を
有
す
る
「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
」、
つ
ま
り
専
門
職
の
視
角

か
ら
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
歴
史
を
概
観
す
る
論
考
が
、
双
方
の
分

野
に
散
発
的
に
見
受
け
ら
れ
る

（
（
（

。
歴
史
学
に
お
い
て
は
、
一
九
九

〇
年
代
に
レ
ク
ヮ
テ
が
集
団
と
し
て
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
を
社
会

史
的
手
法
で
分
析
し
、
研
究
の
水
準
を
引
き
上
げ
た
。
た
だ
し
レ

ク
ヮ
テ
は
新
聞
学
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
実

際
の
状
況
か
ら
乖
離
し
た
理
論
を
展
開
し
、
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
的

な
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
像
を
助
長
し
た
こ
と
を
示
唆
す
る
に
と
ど
ま

る
（
（
（

。
同
時
期
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
で
は
、
ヴ
ァ
イ
シ
ェ

ン
ベ
ル
ク
が
、
同
学
か
ら
派
生
し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
学Jour-

nalistik

・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
研
究Journalism

usforschung

（
以
下
、
両
者
を
あ
わ
せ
て
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
学
）
が
対
象
と
す

べ
き
内
容
を
、
メ
デ
ィ
ア
に
関
連
し
た
規
範
、
メ
デ
ィ
ア
組
織
な

ど
の
構
造
、
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
た
内
容
と
そ
の
機
能
、

そ
し
て
メ
デ
ィ
ア
の
担
い
手
で
あ
る
ア
ク
タ
ー
の
役
割
と
し
て
定

式
化
し
て
以
降
、
包
括
的
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
事
象
を
分

析
す
る
理
論
的
視
座
が
与
え
ら
れ
た

（
（
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
学

問
分
野
は
、
基
本
的
に
現
代
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
分
析
を
そ
の

課
題
と
し
て
い
る
。
現
在
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
新
聞
学
が
言
及
さ

れ
る
の
は
、
も
っ
ぱ
ら
こ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
学
に
お
い
て
で
あ

り
、
そ
の
う
ち
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
の
発
展
史
に
お
い
て
で
あ
る
。
具

体
的
に
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
事
象
が
ど
の
よ
う
に
理
解

八
七
二
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）

三　
（
九
七
二

さ
れ
、
研
究
さ
れ
て
き
た
の
か
、
と
い
う
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
研

究
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
史
」
と
い
う
文
脈
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

新
聞
学
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
理
解
は
、「
規
範
的
個
人
主
義N

or-
m

ativer Individualism
us

」
と
い
う
名
称
に
分
類
さ
れ
、
本
稿

で
扱
う
エ
ミ
ー
ル
・
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
が
、
そ
の
筆
頭
と
し
て
紹
介

さ
れ
て
き
た

（
（
（

。
こ
う
し
た
分
類
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
も
の
は
、

ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
の
理
論
の
批
判
的
考
察
で
あ
り
、
そ
の
新
聞
学
に

対
す
る
低
い
評
価
は
、
リ
ュ
ー
ル
を
例
と
し
て
、
す
で
に
見
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

本
邦
で
は
、
一
九
九
〇
年
代
に
、
佐
藤
が
新
聞
学
と
戦
後
の
プ

ブ
リ
ツ
ィ
ス
テ
ィ
ク
（
公
示
学
）
な
い
し
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
の
人
的
・
構
造
的
連
続
性
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る

（
（1
（

。
具
体

的
に
は
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
時
代
の
新
聞
学
の
発
展
と
ナ
チ
期
に
新
聞

学
が
国
家
に
よ
り
課
程
認
定
さ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
戦
後
に
お
け

る
不
十
分
な
過
去
と
の
対
決
な
ど
で
あ
り
、
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
に
つ

い
て
も
簡
単
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。
二
○
一
一
年
に
は
、
ド
ヴ
ィ

フ
ァ
ト
の
も
と
で
博
士
号
を
取
得
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
ド

イ
ツ
の
国
際
放
送
「
ド
イ
ッ
チ
ェ
・
ヴ
ェ
レ
」
に
長
く
勤
務
し
た

吉
田
慎
吾
が
、
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
の
単
著
『
新
聞
学
説
』
を
邦
訳
し

て
い
る
が
、
管
見
の
限
り
、
大
き
な
反
響
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ

る
（
（1
（

。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
に
お
い
て

ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
個
人
に
関
す
る
多
く
の
論
考
が
あ
る
も
の
の
、
伝

記
研
究
を
も
っ
て
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
研
究
に
先
鞭
を
つ
け
た
ベ
ネ
デ

ィ
ク
ト
を
除
く
と
、
ナ
チ
時
代
に
お
け
る
対
応
と
戦
後
の
キ
ャ
リ

ア
の
継
続
が
焦
点
化
さ
れ
て
き
た

（
（1
（

。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
傾
向
は
、

ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
に
関
す
る
最
新
の
研
究
を
含
め
て
基
本
的
に
変
わ

っ
て
い
な
い
と
言
え
る

（
（1
（

。
本
稿
は
、
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
の
研
究
に
ド

ヴ
ィ
フ
ァ
ト
の
生
い
立
ち
、
ベ
ル
リ
ン
の
新
聞
業
界
と
の
関
係
な

ど
、
歴
史
的
分
析
の
多
く
の
部
分
を
負
っ
て
い
る
が
、
近
年
の
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
史
研
究
の
分
析
視
角
を
用
い
る
こ
と
で
、
ド
ヴ
ィ

フ
ァ
ト
に
関
す
る
評
価
を
再
考
す
る
と
と
も
に
、
そ
こ
か
ら
新
聞

学
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
史
の
関
係
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
論
じ
ら
れ

て
こ
な
か
っ
た
側
面
を
検
討
・
指
摘
し
た
い
。
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
の

新
聞
学
は
い
か
な
る
実
践
知
を
展
開
し
、
そ
れ
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
史
に
照
ら
し
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
た
と
評
価

で
き
る
の
か
。
こ
う
し
た
問
い
に
答
え
る
た
め
に
は
、
新
聞
学
の

理
論
面
の
分
析
だ
け
で
は
な
く
、
新
聞
学
が
、
そ
れ
を
取
り
巻
く

ア
ク
タ
ー
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
取
り
結
ん
だ
の
か
を
明
ら
か
に

す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
以
上
の
よ
う
な
問
題
関
心
か
ら
、
本

稿
で
は
、
ベ
ル
リ
ン
で
活
動
し
た
新
聞
学
者
エ
ミ
ー
ル
・
ド
ヴ
ィ

フ
ァ
ト
の
活
動
と
彼
の
新
聞
学
の
理
論
を
分
析
し
、
ド
ヴ
ィ
フ
ァ

ト
の
新
聞
学
を
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
史
に
位
置
づ
け
る
こ
と
を
試
み



史
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る
。
以
下
に
本
稿
の
見
取
り
図
を
提
示
す
る
。
第
一
章
で
は
ド
ヴ

ィ
フ
ァ
ト
の
経
歴
お
よ
び
ベ
ル
リ
ン
の
新
聞
業
界
の
動
向
を
簡
単

に
紹
介
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
第
二
章
に
お
い
て
、
ド
ヴ
ィ
フ
ァ

ト
と
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
・
ベ
ル
リ
ン
の
新
聞
業
界
双
方
と
の
関
係
に

つ
い
て
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
教
育
を
め
ぐ
る
問
題
を
手
が
か
り
に

考
察
す
る
。
第
三
章
で
は
、
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
の
新
聞
学
理
論
の
う

ち
、
こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
側
面
を
明
ら
か
に
し
、

そ
の
理
論
が
生
成
し
た
歴
史
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
つ
い
て
指
摘
し

た
い
。
第
四
章
で
は
、
ナ
チ
期
も
含
め
て
彼
の
教
育
活
動
に
つ
い

て
概
観
し
、
理
論
と
の
関
係
を
検
証
す
る
。
第
五
章
で
は
、
近
年

の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
史
研
究
の
知
見
を
生
か
し
、
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト

の
理
論
を
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
と
し
た
読
ん
だ
場
合
、
ど
の
よ
う

に
評
価
で
き
る
の
か
を
論
じ
た
い
。
最
後
に
、
本
稿
で
使
用
す
る

史
料
に
つ
い
て
記
す
。
主
な
史
料
は
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
期
・
ナ
チ
期

に
書
か
れ
た
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
の
著
作
・
業
界
誌
へ
の
寄
稿
論
文
・

記
事
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
主
に
活
字
史
料
で
あ
り
、
筆
者
が
ド

イ
ツ
の
ベ
ル
リ
ン
な
ど
で
収
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

本
稿
の
目
的
に
照
ら
し
て
重
要
と
思
わ
れ
る
も
の
を
取
り
上
げ
、

そ
の
成
立
の
年
代
・
順
序
に
注
意
を
払
い
な
が
ら
、
歴
史
学
的
手

法
で
、
そ
の
記
述
を
質
的
に
分
析
し
、
そ
れ
ら
が
書
か
れ
た
背
景

に
つ
い
て
説
明
し
て
い
く
。
内
容
の
検
討
・
評
価
・
意
味
づ
け
に

あ
た
っ
て
は
、
歴
史
学
以
外
の
学
問
分
野
の
研
究
視
角
・
分
析
概

念
を
用
い
る
こ
と
も
あ
る
。

第
一
章　

‌�

ヴ
ァ
イ
マ
ル
期
に
お
け
る
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
と 

ベ
ル
リ
ン
研
究
所

　

エ
ミ
ー
ル
・
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
は
一
八
九
〇
年
、
現
在
の
ベ
ル

ギ
ー
に
あ
た
る
ノ
イ
・
モ
ー
レ
ス
ネ
ッ
ト
に
薬
剤
師
の
息
子
と
し

て
生
ま
れ
た

（
（1
（

。
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
大
学
で
国
家
学
、
心
理
学
、
国
民

経
済
学
を
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大
学
で
経
済
学
や
歴
史
学
、
政
治
学

を
学
ん
で
い
る
。
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
で
は
、
の
ち
に
新
聞
誌Zei-

tungskunde

の
学
科
を
設
立
す
る
カ
ー
ル
・
ビ
ュ
ー
ヒ
ャ
ー
の

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ー
ク
講
座
も
訪
れ
て
い
る

（
（1
（

。
学
業
半
ば
で
第

一
次
世
界
大
戦
に
出
兵
し
、
西
部
戦
線
で
負
傷
し
た
あ
と
戦
後
に

復
学
し
、「
一
八
四
〇
年
ご
ろ
の
ザ
ク
セ
ン
に
お
け
る
世
論
」
で

博
士
号
を
取
得
し
た
。
そ
の
後
、
複
数
の
新
聞
に
勤
務
し
て
編
集

者
と
し
て
の
経
験
を
積
む
と
同
時
に
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
編
集

者
の
全
国
組
織
で
あ
る
ド
イ
ツ
新
聞
ラ
イ
ヒ
連
盟
（
以
下
、
ラ
イ

ヒ
連
盟
）
で
の
活
動
に
従
事
す
る
。
シ
ュ
テ
ッ
テ
ィ
ン
で
は
『
バ

ル
ト
海
新
聞O

stsee-Zeitung

』
に
勤
務
し
な
が
ら
、
連
盟
の
活

動
を
開
始
し
、
ポ
ン
メ
ル
ン
支
部
長
に
な
り
、
ベ
ル
リ
ン
の
カ
ト

リ
ッ
ク
労
働
組
合
に
近
い
日
刊
紙
の
『
ド
イ
ツ
人D

er D
eut-

〇
八
二



ヴ
ァ
イ
マ
ル
期
・
ナ
チ
期
に
お
け
る
エ
ミ
ー
ル
・
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
の
新
聞
学

）

五　
（

sche

』
で
働
き
は
じ
め
る
と
、
一
九
二
三
年
に
は
ベ
ル
リ
ン
支
部

の
ト
ッ
プ
に
な
る
な
ど
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
編
集
者
の
立
場
か

ら
積
極
的
に
ラ
イ
ヒ
連
盟
で
活
動
し
て
い
る
。
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
の

伝
記
を
書
い
た
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
は
、
こ
う
し
た
彼
の
一
面
を
「
メ

デ
ィ
ア
政
治
家
」
と
形
容
し
て
一
章
を
割
い
て
い
る

（
（1
（

。
な
お
、
ド

ヴ
ィ
フ
ァ
ト
は
熱
心
な
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
で
あ
り
、
一
九
二
〇
年

代
末
に
は
中
央
党
員
と
し
て
選
挙
活
動
に
従
事
し
て
い
る
。

　

一
九
二
〇
年
代
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
編
集
者
の
業
界
の
関
心

は
、
労
働
条
件
の
向
上
と
社
会
的
地
位
改
善
だ
っ
た
。
具
体
的
に

は
老
齢
、
疾
病
に
備
え
る
基
金
の
設
立
や
ド
イ
ツ
全
土
に
適
用
さ

れ
る
統
一
的
な
労
働
契
約
案
の
実
現
、
経
営
者
で
あ
る
出
版
人

V
erleger

に
対
す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
紙
面
編
集
に
お
け
る

自
由
の
保
証
な
ど
で
あ
る
。
こ
う
し
た
問
題
の
解
決
に
は
出
版
人

の
理
解
と
協
力
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
一
九

二
二
年
に
は
ド
イ
ツ
新
聞
出
版
人
協
会
を
含
め
た
使
用
者
側
と
被

用
者
側
で
あ
る
ラ
イ
ヒ
連
盟
は
、
双
方
が
対
等
に
協
議
を
行
う
機

関
と
し
て
ラ
イ
ヒ
労
働
共
同
体
（
Ｒ
Ａ
Ｇ
）
を
設
立
し
て
い
る
。

ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
は
、
こ
こ
で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
編
集
者
側
の
代

表
と
し
て
数
々
の
専
門
委
員
会
に
所
属
し
な
が
ら
、
統
一
的
な
労

働
契
約
案
と
年
金
・
保
健
基
金
の
実
現
に
尽
力
し
、
こ
れ
は
一
九

二
六
年
一
月
に
労
使
双
方
の
合
意
と
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
う
し
た
労
使
双
方
の
歩
み
寄
り
は
例
外
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ

い
。
ヴ
ァ
イ
マ
ル
時
代
の
新
聞
業
界
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
編

集
者
と
出
版
人
の
利
害
関
係
の
対
立
を
基
本
的
な
特
徴
と
し
て
い

る
。
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
法
の
制
定
と
帝
国
出

版
法
の
改
正
を
目
指
し
て
活
動
し
た
が
、
前
者
は
出
版
人
の
反
対

で
、
後
者
は
政
局
の
変
化
な
ど
が
あ
り
成
立
す
る
こ
と
は
な
か
っ

た
（
（1
（

。

　

ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
は
ベ
ル
リ
ン
の
「
新
聞
誌
の
た
め
の
ド
イ
ツ
研

究
所
」（
以
下
：
ベ
ル
リ
ン
研
究
所
）
で
教
育
・
研
究
活
動
を
行

っ
た
。
同
研
究
所
は
新
聞
学
者
の
マ
ル
テ
ィ
ン
・
モ
ー
ル
が
一
九

二
四
年
に
設
立
し
た
組
織
で
あ
る

（
（1
（

。
モ
ー
ル
も
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

出
身
で
あ
り
、
ラ
イ
ヒ
連
盟
と
ド
イ
ツ
新
聞
出
版
人
協
会
の
双
方

の
活
動
に
も
密
接
に
関
わ
っ
て
き
た
業
界
の
論
理
を
知
る
人
物
で

あ
る
。
ベ
ル
リ
ン
研
究
所
は
、
か
つ
て
モ
ー
ル
が
広
報
官
と
し
て

働
き
、
太
い
パ
イ
プ
の
あ
っ
た
プ
ロ
イ
セ
ン
文
化
省
の
支
援
の
も

と
設
立
さ
れ
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
大
学
（
以
下
：

ベ
ル
リ
ン
大
学
）
か
ら
依
頼
を
受
け
る
形
で
哲
学
部
に
お
い
て
授

業
を
担
当
し
た
が
、
大
学
の
機
関
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
運
営
母

体
は
一
九
二
七
年
か
ら
「
新
聞
学
の
た
め
の
ド
イ
ツ
協
会
」
が
担

っ
た
。
こ
れ
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
文
化
大
臣
を
理
事
長
と
し
、
ベ

ル
リ
ン
大
学
代
表
者
、
共
和
国
政
府
代
表
、
ベ
ル
リ
ン
州
政
府
代

一
八
二
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表
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
関
係
者
、
そ
し
て
資
金
面
で
も
毎
年
寄
付
金

を
出
し
た
二
つ
の
業
界
団
体
、
す
な
わ
ち
ラ
イ
ヒ
連
盟
と
ド
イ
ツ

新
聞
出
版
人
協
会
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
る
準
民
間
団
体
だ
っ
た
。

ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
は
、
研
究
所
設
立
後
す
ぐ
に
モ
ー
ル
の
ア
シ
ス
タ

ン
ト
と
な
り
、
ア
メ
リ
カ
へ
の
調
査
旅
行
な
ど
で
一
時
的
に
籍
を

抜
い
た
が
、
前
任
者
が
亡
く
な
る
と
一
九
二
八
年
か
ら
所
長
と
な

っ
た
。
な
お
、
所
長
で
あ
る
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
は
、
こ
の
「
新
聞
学

の
た
め
の
ド
イ
ツ
協
会
」
で
は
議
決
権
を
持
た
ず
、
参
考
意
見
を

述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
あ
る
。
他
の
ド
イ
ツ
の
新
聞
学
の

組
織
と
は
異
な
り
、
ベ
ル
リ
ン
の
場
合
は
資
金
面
、
人
事
面
で
も

業
界
団
体
の
影
響
力
が
大
き
か
っ
た
。
モ
ー
ル
の
伝
記
研
究
を
行

っ
た
ホ
イ
ザ
ー
は
、
そ
の
書
名
を
「
職
能
身
分
政
治Stande-

spolitik

と
し
て
の
新
聞
学
」
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
よ
う

な
点
を
よ
く
表
し
て
い
る
だ
ろ
う

（
（1
（

。

第
二
章　

‌�

ヴ
ァ
イ
マ
ル
期
ベ
ル
リ
ン
に
お
け
る
新
聞
学
を

取
り
巻
く
諸
勢
力

第
一
節　

ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
と
の
緊
張
関
係

　

前
章
で
は
、
業
界
団
体
と
ベ
ル
リ
ン
研
究
所
と
の
関
係
に
つ
い

て
確
認
し
た
が
、
同
研
究
所
を
「
新
聞
学
の
た
め
の
ド
イ
ツ
協

会
」
を
通
じ
た
業
界
の
利
害
の
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
に
対
す
る
代
弁
と

み
る
こ
と
は
早
計
で
あ
る
。
研
究
所
の
所
長
で
あ
る
ド
ヴ
ィ
フ
ァ

ト
は
、
業
界
と
大
学
組
織
の
双
方
に
対
し
て
、
微
妙
な
緊
張
関
係

に
あ
り
、
研
究
所
は
そ
の
存
在
意
義
を
業
界
側
に
も
大
学
側
に
も

常
に
示
す
必
要
が
あ
っ
た
。
ま
ず
は
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
と
の
関
係

を
見
て
い
こ
う
。
一
九
二
八
年
十
一
月
に
行
わ
れ
た
ド
ヴ
ィ
フ
ァ

ト
の
所
長
就
任
講
義
は
、「
世
論
」
と
い
う
現
象
や
そ
れ
に
関
わ

る
新
聞
の
重
要
性
を
強
調
し
、
研
究
対
象
を
新
聞
以
外
に
も
広
げ

る
「
公
示
的
学
問
」
の
意
義
を
認
め
つ
つ
も
、
ま
ず
は
新
聞
に
絞

っ
て
研
究
す
る
こ
と
を
宣
言
す
る
も
の
で
あ
る

（
（2
（

。
そ
こ
で
は
、
大

規
模
な
新
聞
経
営
が
台
頭
し
て
新
聞
製
作
の
「
分
業
」
が
増
し
て

い
る
状
況
に
お
い
て
、
新
聞
学
が
対
象
を
精
神
的
・
経
済
的
・
技

術
的
側
面
か
ら
包
括
的
に
捉
え
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
お
り
、
ラ

ジ
オ
や
映
画
な
ど
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
へ
の
言
及
が
あ
る
点
で
も
、

こ
の
講
義
は
、
現
代
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
発
展
を
意
識
し
た
も
の

と
評
価
で
き
る
。
こ
こ
で
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
は
、
新
聞
学
が
職
業
訓

練
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
た
と

え
ば
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
育
成
と
新
聞
学
を
同
一
視
す
る
こ
と

を
強
い
言
葉
で
否
定
す
る
。
ま
た
、
技
術
的
な
事
柄
は
編
集
現
場

で
習
得
す
べ
き
で
、
大
学
教
育
で
扱
う
場
合
も
、
彼
ら
を
「
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
へ
と
訓
練
す
る
」
こ
と
が
目
的
で
は
な
い
と
述
べ
、

新
聞
学
は
「
将
来
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
」
に
加
え
、
法
律
家
、
官

二
八
二



ヴ
ァ
イ
マ
ル
期
・
ナ
チ
期
に
お
け
る
エ
ミ
ー
ル
・
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
の
新
聞
学

）

七　
（

僚
や
読
者
な
ど
、
新
聞
に
関
わ
る
す
べ
て
の
人
が
受
講
す
べ
き
も

の
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

（
（2
（

。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
業
績
の

少
な
か
っ
た
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
の
大
学
教
授
へ
の
就
任
が
大
学
側
と

い
う
よ
り
は
、
業
界
側
の
意
向
に
沿
っ
て
行
わ
れ
た
こ
と
、
当
時

の
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
が
、
新
聞
学
と
い
う
学
問
自
体
に
懐
疑
的
で
、

な
お
か
つ
業
界
団
体
な
ど
の
第
三
者
の
影
響
で
学
部
の
名
声
や
学

問
の
自
由
が
毀
損
さ
れ
る
こ
と
を
危
惧
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
き
た

（
（2
（

。
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
養
成
を
否
定
す

る
発
言
は
、
こ
う
し
た
大
学
側
の
懸
念
に
配
慮
し
た
も
の
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
新
聞
学
は
理
論
だ
け
に
終
始
す
る
も
の

で
は
な
い
こ
と
も
同
時
に
強
調
さ
れ
る
。
ベ
ル
リ
ン
研
究
所
が
、

各
セ
メ
ス
タ
ー
で
新
聞
社
の
見
学
や
実
務
者
を
招
い
た
講
演
を
実

施
す
る
こ
と
を
挙
げ
、
こ
う
し
た
「
実
践
」
と
の
結
び
つ
き
を
そ

の
長
所
と
す
る
。
そ
し
て
「
実
践
」
は
学
問
の
成
果
を
継
続
し
て

利
用
し
、
か
つ
学
問
は
理
論
偏
重
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、「
実

践
」
か
ら
「
方
向
性
」
を
学
ぶ
。
こ
う
し
た
相
互
の
「
有
益
な
相

互
作
用
」
を
強
調
す
る
の
で
あ
る

（
（2
（

。

第
二
節　

‌�「
実
践
」
と
の
緊
張
関
係 

―
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
教
育
の
理
由
付
け
―

　

ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
が
い
う
「
実
践
」
を
、
業
界
・
現
場
・
実
務
と

解
す
る
と
、「
訓
練
」
を
排
し
た
大
学
で
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
教

育
は
ど
の
よ
う
な
点
で
、
そ
の
有
用
性
を
こ
れ
ら
の
「
実
践
」
に

対
し
て
示
す
こ
と
が
で
き
た
の
か
。「
実
践
」
と
の
関
係
を
考
察

す
る
う
え
で
、
ま
ず
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
が
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
教
育
の

必
要
性
を
ど
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
の
か
を
見
て
み
よ
う
。
つ
ぎ

に
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
編
集
者
に
求
め
ら
れ
る
資
質
に
関
す
る

ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
の
文
章
に
も
、
示
唆
に
富
む
点
が
あ
る
の
で
考
察

の
対
象
と
す
る
。

　

ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
は
、
ラ
イ
ヒ
連
盟
の
業
界
誌
で
あ
る
『
ド
イ
ツ

新
聞
』
に
寄
稿
し
た
「
私
た
ち
の
後
進
と
組
織
」
と
題
す
る
記
事

で
、
こ
れ
ま
で
多
様
な
意
見
が
あ
る
と
と
も
に
、
出
版
人
の
側
で

は
見
習
い
生
の
賃
金
の
問
題
以
外
は
取
り
組
ま
れ
て
こ
な
か
っ
た

後
進
の
養
成
が
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
地
位
の
確
立
と
「
名
声
に

資
す
る
」
こ
と
を
指
摘
す
る
。
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
の
記
事
を
要
約
す

れ
ば
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
「
職
能
身
分
」
は
分
裂
し
て
お
り
、

職
業
に
つ
い
て
の
一
致
し
た
見
解
も
な
い
。
そ
こ
で
、
後
進
を
技

術
の
面
で
は
な
く
、「
職
業
倫
理
的
」
に
教
育
す
る
こ
と
で
、「
私

た
ち
の
職
業
に
関
す
る
驚
く
ほ
ど
誤
っ
た
判
断
を
斥
け
」、
共
通

の
「
職
業
と
職
能
身
分
の
見
解
」
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
る
と

す
る

（
（2
（

。
こ
の
よ
う
に
、
大
学
に
お
け
る
教
育
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
と
い
う
職
種
の
統
一
と
定
着
に
資
す
る
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
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て
い
る
。
見
習
い
生
と
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
キ
ャ
リ
ア
に
お
い

て
最
初
の
段
階
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
は
一
九

二
六
年
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
職
業
案
内
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で

「
実
践
」
へ
の
入
門
は
、「
見
習
い
制
度V

olontärtätigkeit

」
で

の
み
可
能
で
あ
る
と
書
い
て
い
る

（
（2
（

。
た
だ
し
、
先
の
論
考
で
は
出

版
社
で
行
わ
れ
る
こ
の
制
度
が
低
賃
金
労
働
と
化
し
て
お
り
、
正

規
雇
用
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
問
題
視
す
る
記
述
が
見
ら

れ
る
。
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
に
よ
れ
ば
、
新
聞
を
作
る
彼
ら
は
「
協
定

賃
金
に
入
る
」
と
「
お
払
い
箱
」
に
な
る
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た

「
見
習
い
業
務
か
ら
新
人
を
避
け
て
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」
の
で

あ
っ
た

（
（2
（

。
こ
の
よ
う
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
編
集
者
と
出
版
人
の

あ
い
だ
に
は
、
後
進
の
養
成
を
め
ぐ
っ
て
利
害
の
対
立
と
温
度
差

が
あ
り
、
そ
れ
が
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
の
論
考
に
も
影
を
落
と
し
て
い

る
の
で
あ
る

（
（2
（

。

　

次
に
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
求
め
ら
れ
る
条
件
、
つ
ま
り
資
質

に
つ
い
て
で
あ
る
。
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
、

才
能
が
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
参
入
可
能
な
業
種
で
あ
る
こ
と
を
常

に
強
調
す
る
。
彼
は
先
の
職
業
案
内
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
、「
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
才
能
は
、
芸
術
家
の
そ
れ
に
似
て
生
得
的
な
も

の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
学
業
や
経
験
を
通
し
て
、
よ
り
高
い
効
果

を
も
た
ら
す
こ
と
は
で
き
て
も
、
決
し
て
学
ん
だ
り
身
に
つ
け
た

り
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
述
べ
る

（
（2
（

。
こ
の
「
才
能
」
へ
の
固

執
は
、
二
十
世
紀
は
じ
め
の
新
聞
学
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た
も
の

で
、
ド
イ
ツ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
で
は
「
才
能
イ
デ
オ
ロ

ギ
ーBegabungsideologie

」
と
呼
ば
れ
て
き
た

（
（2
（

。
た
だ
し
、

才
能
の
強
調
が
、
な
ぜ
職
業
教
育
不
要
論
に
行
き
着
か
な
い
の
か
、

と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
検
討
が
不
十
分
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ

も
そ
も
才
能
を
前
提
と
し
た
自
由
業
で
あ
る
と
い
う
職
業
観
は
、

新
聞
学
者
に
限
ら
ず
、
当
時
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
自
己
理
解
や

職
業
教
育
を
め
ぐ
る
議
論
で
も
度
々
見
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
の
歴

史
を
遡
る
と
第
二
帝
政
期
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
側
の
見
解
と
重
な

る
。
そ
れ
は
一
九
一
三
年
の
ラ
イ
ヒ
連
盟
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
決

議
に
顕
著
に
表
れ
て
い
る
。
こ
の
決
議
は
、
ベ
ル
リ
ン
研
究
所
を

の
ち
に
設
立
す
る
モ
ー
ル
が
主
導
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容

は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
「
自
由
業
」
で
「
才
能
」
を
前
提
と
し

つ
つ
も
、
そ
の
「
実
践
的
な
養
成
」
は
、
編
集
現
場
で
し
か
で
き

な
い
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
上
で
大
学
で
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
教

育
を
理
論
的
な
「
準
備
教
育V

orbildung

」
と
し
、
学
科
と
し

て
は
「
新
聞
誌
」
の
も
と
行
う
こ
と
、
そ
し
て
「
実
践
」
経
験
者

を
そ
こ
に
講
師
と
し
て
登
用
す
る
こ
と
な
ど
を
決
議
し
た
も
の
で

あ
る

（
（3
（

。
大
学
で
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
養
成
教
育
を
拒
否
し
た
ド
ヴ

ィ
フ
ァ
ト
の
就
任
講
義
は
、
こ
の
よ
う
な
前
史
の
も
と
理
解
す
べ
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き
で
あ
り
、
現
場
を
尊
重
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
評
価
で
き
る
だ

ろ
う
。
た
だ
し
、
新
聞
学
は
単
数
の
「
業
界
の
利
害
」
の
代
表
者

と
ま
で
は
言
え
な
い
こ
と
は
確
認
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。
二
十

世
紀
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
教
育
に
つ
い
て
概
観
し
た
モ
ー
ム
に
よ

れ
ば
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
求
め
ら
れ
た
資
質
は
、
当
時
の
論
者

に
よ
り
様
々
で
、
そ
の
種
類
は
一
八
〇
に
も
上
る
と
い
う

（
（3
（

。
ま
た
、

帝
政
期
の
業
界
誌
を
分
析
し
た
ク
ラ
イ
ン
の
研
究
に
よ
る
と
、
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
養
成
に
関
す
る
見
解
は
、
先
の
「
才
能
」
と
、
い

つ
で
も
参
入
可
能
な
「
自
由
業
」
と
い
う
二
つ
の
共
通
項
を
除
い

て
多
岐
に
渡
り
、
大
学
で
の
教
育
を
推
進
す
る
者
は
、
多
様
な
意

見
の
中
の
一
つ
だ
っ
た
。
高
等
教
育
機
関
で
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

教
育
に
反
対
す
る
者
は
、
そ
こ
に
国
家
に
よ
る
「
後
見
」
の
危
険

や
政
党
の
「
影
響
」
を
見
て
い
た
と
い
う

（
（3
（

。
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
の
言

動
に
も
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
養
成
の
統
制
や
画
一
化
と
い
う
懸
念

を
生
じ
さ
せ
な
い
よ
う
、
一
定
の
配
慮
を
し
て
い
る
よ
う
に
み
え

る
部
分
が
あ
る
。
一
九
二
八
年
に
ケ
ル
ン
で
行
わ
れ
た
国
際
新
聞

展
示
会
「
プ
レ
ッ
サ
」
に
お
い
て
、
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
は
、
会
議
の

テ
ー
マ
で
あ
る
「
新
聞
学
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
職
業
教
育
」
に

寄
せ
て
講
演
を
行
っ
て
い
る
。
彼
は
、
新
聞
学
の
成
果
を
常
に
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
教
育
に
生
か
す
こ
と
な
ど
を
業
界
に
提
案
を
し
て

い
る
が
、
そ
の
最
後
に
「
こ
れ
に
よ
っ
て
個
別
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
教
育
の
形
式
に
つ
い
て
判
断
を
下
す
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
自

由
な
参
入
を
制
限
す
る
わ
け
で
も
な
い
」
と
述
べ
て
演
説
を
終
え

て
い
る
の
で
あ
る

（
（3
（

。

　

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
の
言
う
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
養
成
を
め
ぐ
る
「
実
践
」
と
大
学
教
育
の
あ
る
種
の
棲
み

分
け
は
、
両
者
の
緊
張
関
係
を
背
景
に
し
た
も
の
で
、
帝
政
期
以

来
の
職
業
観
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
養
成
の
考
え
に
お
お
む
ね
沿
っ

た
も
の
だ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
実
務
的
「
訓
練
」
を
廃
し
た
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
教
育
と
い
う
理
念
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
才
能

を
持
っ
て
生
ま
れ
る
と
い
う
当
時
の
支
配
的
な
職
業
観
を
前
提
に

し
て
お
り
、「
実
践
」
と
の
隔
た
り
が
新
聞
学
の
特
徴
な
ら
ば
、

そ
れ
を
要
求
し
た
の
が
、
他
な
ら
ぬ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
編
集
者

側
だ
っ
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
他
方
、
大
学
に
お
け
る
新
聞
学

の
定
着
を
推
進
す
る
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
職
業

教
育
の
面
を
強
調
し
な
い
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
理
解
は
、
保
守
的
な
大

学
組
織
に
対
峙
せ
ざ
る
を
得
な
い
中
で
は
、
好
都
合
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
、
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
や
前
任
者
モ
ー
ル
を
例
に
見
て
き
た
よ

う
に
、
ベ
ル
リ
ン
の
場
合
、
新
聞
学
の
担
い
手
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
業
界
か
ら
出
て
い
る
。
そ
し
て
業
界
と
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
は
、

と
き
に
ベ
ク
ト
ル
を
異
に
す
る
関
心
が
あ
り
、
さ
ら
に
使
用
者
側

五
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（

と
被
用
者
側
か
ら
な
る
業
界
内
も
、
後
進
の
育
成
方
法
の
よ
う
に
、

見
解
が
一
致
し
て
い
た
と
判
断
す
る
こ
と
は
拙
速
で
あ
っ
た
。
次

章
以
降
で
は
、
こ
う
し
た
緊
張
関
係
と
業
界
内
の
利
害
関
係
の
交

錯
が
、
い
か
に
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
の
新
聞
学
の
理
論
に
影
響
し
て
い

る
の
か
を
示
し
た
い
。

第
三
章　

‌�

ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
に
お
け
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論

の
形
成
過
程

第
一
節　

ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
と
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

　

ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
は
ど
の
よ
う
な
実
践
知
を
構
想
し
て
い
た
の
か
。

ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
の
新
聞
学
を
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
と
し
て
分
析
す

る
際
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
が
、
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
に
対
す
る
認
識
で
あ
る
。
一
九
二
六
年
に
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト

は
渡
米
し
、
数
週
間
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
学
科
の
あ
る
ア
メ
リ
カ

の
大
学
や
編
集
現
場
の
視
察
を
行
っ
て
い
る
。
彼
は
こ
の
記
録
を
、

業
界
誌
の
『
ド
イ
ツ
新
聞
』
に
記
事
と
し
て
寄
稿
し
た
り

（
（3
（

、
一
九

二
七
年
に
『
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
』
と
し
て
刊
行
し
た

り
し
て
い
る

（
（3
（

。
こ
の
本
は
、
第
一
部
の
「
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
の
発
展
」
と
第
二
部
の
「
現
代
の
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
」
か
ら
な
る
。
第
一
部
は
、
十
八
世
紀
以
降
の
米
国
の
新

聞
の
歴
史
が
テ
ー
マ
で
、「
植
民
地
の
新
聞
」「
政
治
的
新
聞
の
は

じ
ま
り
」「
政
党
と
結
び
つ
い
た
新
聞
」、「
ペ
ニ
ー
プ
レ
ス
」、

「
信
条
新
聞
の
全
盛
」
の
小
見
出
し
が
示
す
通
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

時
代
に
典
型
的
な
新
聞
類
型
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
新
聞

の
発
展
に
寄
与
し
た
人
物
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
、

個
人
が
中
心
と
な
る
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
の
理
想
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

が
ア
メ
リ
カ
に
投
影
さ
れ
て
い
る
も
の
と
い
え
る
。
第
二
部
で
は
、

編
集
部
で
の
新
聞
製
作
、
大
学
で
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
教
育
に
つ

い
て
詳
細
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
際
、
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
を
観
察
し
な
が
ら
、
同
時
に
そ
れ
と
対
比
す
る
形
で
ド

イ
ツ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
あ
り
方
も
記
さ
れ
る
。
そ
れ
は
い
わ

ば
鏡
に
映
っ
た
自
国
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
姿
で
あ
っ
た
。
同
書

や
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
の
記
事
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

の
描
写
を
見
て
い
こ
う
。
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
に
と
っ
て
、
ア
メ
リ
カ

の
新
聞
と
ド
イ
ツ
の
そ
れ
は
ま
っ
た
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
ア

メ
リ
カ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は
ニ
ュ
ー
ス
中
心
で
あ
り
、
セ
ン

セ
ー
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
で
あ
る
。
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
に
よ
れ
ば
、
ア
メ

リ
カ
の
新
聞
は
商
業
主
義
で
、
読
者
の
嗜
好
に
依
存
し
、
そ
の

「
指
導
的
な
役
割
」
を
「
放
棄
」
し
て
い
る

（
（3
（

。
対
し
て
ド
イ
ツ
の

新
聞
は
政
治
色
が
あ
り
、
ド
イ
ツ
人
が
好
む
と
さ
れ
る
「
意
見
闘

争
」
の
場
で
あ
り
、
こ
う
し
て
ド
イ
ツ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は
、

「
信
条
の
産
物Gesinnungsarbeit

」
と
な
る
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

六
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（

ム
の
担
い
手
で
職
業
の
理
想
像
は
「
プ
ブ
リ
ツ
ィ
ス
ト
」
で
あ
り
、

対
し
て
ア
メ
リ
カ
の
場
合
、「
プ
ブ
リ
ツ
ィ
ス
ト
」
の
時
代
は
過

去
の
も
の
で
、
現
場
で
事
件
を
取
材
し
、
自
ら
の
意
見
を
排
し
た

記
事
を
書
く
こ
と
に
特
化
し
た
「
レ
ポ
ー
タ
ー
」
が
支
配
し
て
い

る
と
解
さ
れ
て
い
る

（
（3
（

。
こ
こ
に
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
個
人
の
政

治
的
信
条
を
重
視
す
る
、
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
の
「
意
見
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
」
へ
の
志
向
が
見
て
取
れ
る
。

　

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
養
成
を
大
学
で
統
一
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

や
制
度
の
も
と
初
め
て
行
っ
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
で
あ
る
が

（
（3
（

、
ド

ヴ
ィ
フ
ァ
ト
は
、
そ
う
し
た
歴
史
と
同
時
代
の
発
展
を
間
近
で
見

て
き
た
と
い
っ
て
良
い
。
ア
メ
リ
カ
で
は
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が

と
う
に
一
般
に
認
め
ら
れ
た
教
授
対
象
と
な
っ
た
」
の
で
あ
り
、

そ
れ
が
分
か
る
よ
う
に
、
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

養
成
講
座
の
た
め
に
寄
付
を
残
し
た
ピ
ュ
ー
リ
ツ
ァ
ー
の
試
み
な

ど
を
批
判
的
に
論
じ
た
り
、
ア
メ
リ
カ
の
複
数
の
大
学
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
比
較
・
検
討
し
た
り
す
る
な
ど
、
広
く
目
配
り
を
し
た

記
述
を
し
て
い
る

（
（3
（

。
そ
れ
で
も
、
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

養
成
に
つ
い
て
の
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
の
見
解
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
、
否
定
的
な
ア
メ
リ
カ
像
の
延
長
で
あ
る
。
分
業
が
進
ん
だ
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
理
解
に
合
致
す
る
よ
う
に
、
ド
ヴ
ィ
フ
ァ

ト
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
教
育
を
過
度
に
実
践
的
、

す
な
わ
ち
技
術
や
訓
練
偏
重
で
、
実
務
を
中
心
と
し
た
も
の
と
見

る
。
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
は
、
そ
れ
が
、
広
く
浅
い
知
識
の
獲
得
の
み

を
目
指
す
の
も
の
で
、
ド
イ
ツ
人
か
ら
見
れ
ば
、「
赤
面
す
る
ほ

ど
表
面
的
」
で
あ
り
、「
せ
い
ぜ
い
の
と
こ
ろ
学
問
的
深
み
の
な

い
半
端
な
教
養
」
を
供
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
役
割
を

否
定
的
に
評
価
し
て
い
た

（
（4
（

。
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
に
と
っ
て
、
大
学
で

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
を
教
育
す
る
な
ら
ば
、
ド
イ
ツ
の
場
合
の
よ
う

に
、
新
聞
誌
の
教
育
や
一
般
教
養
教
育
を
行
っ
た
あ
と
、
経
済
や

法
律
な
ど
、
一
つ
の
専
門
分
野
を
し
っ
か
り
と
身
に
つ
け
さ
せ
る

こ
と
が
重
要
で
あ
っ
た

（
（4
（

。
結
局
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
養
成
に
特
化

し
た
ア
メ
リ
カ
の
教
育
制
度
は
、
潜
在
的
に
は
門
戸
を
狭
め
る
可

能
性
が
あ
る
と
し
て
、
制
度
化
す
る
こ
と
は
不
適
切
で
、
新
聞
の

制
度
に
お
い
て
も
ド
イ
ツ
へ
の
導
入
は
不
可
能
で
あ
る
ば
か
り
か
、

「
ア
メ
リ
カ
の
職
業
教
育
を
ド
イ
ツ
で
真
似
を
す
る
こ
と
は
拒
否

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
の
で
あ
っ
た

（
（4
（

。
こ
の
よ
う
に
、
ド
ヴ

ィ
フ
ァ
ト
の
場
合
、
ド
イ
ツ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
対
比
さ
れ
る

形
で
、
い
わ
ば
、
そ
の
反
面
教
師
と
し
て
ア
メ
リ
カ
が
取
り
上
げ

ら
れ
、
自
国
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
あ
り
方
、
そ
し
て
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
教
育
の
卓
越
性
が
強
調
さ
れ
、
正
統
化
さ
れ
る
。
ド
イ
ツ

に
お
い
て
は
、
一
八
七
〇
年
代
以
降
に
安
価
で
政
治
色
を
全
面
に

出
さ
な
い
ゲ
ネ
ラ
ル
ア
ン
ツ
ァ
イ
ガ
ーGeneralanzeiger

と
い

七
八
二
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二　
（

わ
れ
る
新
聞
が
登
場
し
、
世
紀
転
換
期
に
は
こ
う
し
た
動
向
に
対

し
て
出
版
人
を
中
心
に
警
戒
が
見
ら
れ
た

（
（4
（

。
こ
う
し
た
新
聞
類
型

は
す
ぐ
に
ド
イ
ツ
に
定
着
す
る
も
の
の
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
時
代
を
通

じ
て
「
ア
メ
リ
カ
化
」「
商
業
化
」
を
危
惧
す
る
言
説
は
、
業
界

関
係
者
に
よ
っ
て
繰
り
返
し
表
明
さ
れ
た

（
（4
（

。
こ
の
よ
う
な
背
景
を

踏
ま
え
る
と
、
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
の
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

に
対
す
る
見
解
は
、
大
衆
新
聞
の
台
頭
を
前
に
し
た
業
界
の
否
定

的
反
応
と
お
お
ま
か
に
合
致
し
て
い
た
と
い
え
る
。

第
二
節　
「
プ
ブ
リ
ツ
ィ
ス
ト
」、「
出
版
人
に
ふ
さ
わ
し
い
人
格
」

　

前
節
で
考
察
し
た
『
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
』
と
い
う

著
作
で
「
レ
ポ
ー
タ
ー
」
と
対
比
さ
れ
て
い
た
「
プ
ブ
リ
ツ
ィ
ス

ト
」
と
は
何
か
。
こ
う
し
た
問
い
に
答
え
る
鍵
は
、
ド
ヴ
ィ
フ
ァ

ト
の
他
の
著
作
に
あ
る
。
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
は
一
九
三
一
年
か
ら
新

聞
学
に
関
す
る
二
巻
本
の
一
般
書
、『
新
聞
学Zeitungsw

issen-
schaft

』
を
発
行
し
た
。
こ
れ
は
一
九
三
七
年
に
『
新
聞
学
説

Zeitungslehre

』
と
名
前
を
変
え
て
、
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
の
死
後

の
一
九
七
六
年
に
も
改
訂
第
六
版
が
出
る
な
ど
、
ヴ
ィ
ル
ケ
の
言

葉
を
借
り
れ
ば
文
字
通
り
戦
前
・
戦
後
を
通
じ
た
新
聞
学
の
「
基

本
文
献
」
で
あ
る

（
（4
（

。
各
版
を
通
し
て
、
基
本
的
な
主
張
は
変
わ
ら

な
い
も
の
の
、
内
容
や
構
成
が
変
更
さ
れ
て
い
た
り
、
戦
前
と
戦

後
の
版
で
ナ
チ
的
な
用
語
が
変
え
ら
れ
た
り
す
る
な
ど
の
変
化
が

見
ら
れ
る

（
（4
（

。
第
二
次
大
戦
後
、
彼
は
新
聞
学
を
「
公
示
学Pub-

lizistik

」
の
一
部
分
と
し
て
の
位
置
づ
け
な
お
す
こ
と
に
な
り
、

そ
う
し
た
変
化
も
改
訂
版
に
は
反
映
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

（
（4
（

。
公
示

学
、
ド
イ
ツ
語
の
「
プ
ブ
リ
ツ
ィ
ス
テ
ィ
ク
」
は
、
そ
の
理
論
の

中
心
概
念
を
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
の
名
称
と
し
て
い
る
。「
プ
ブ
リ
ツ

ィ
ス
テ
ィ
ク
」（
公
示
）
と
は
、
公
に
向
け
て
表
現
す
る
と
い
う

意
味
の
動
詞
、
プ
ブ
リ
ツ
ィ
ー
レ
ン
か
ら
派
生
し
た
語
句
で
あ
り
、

そ
う
し
た
行
為
を
行
う
人
が
プ
ブ
リ
ツ
ィ
ス
ト
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
一
九
五
五
年
版
の
『
新
聞
学
説
』
に
お
い
て
、
ド
ヴ
ィ
フ
ァ

ト
は
、「
公
示
」
を
、「
公
的
に
条
件
付
け
ら
れ
生
じ
る
あ
ら
ゆ
る

教
授
と
導
き
で
、
信
条
の
力
を
も
っ
て
確
信
に
よ
っ
て
振
る
舞
い

と
行
為
へ
導
く
も
の
」
定
義
し
て
い
る

（
（4
（

。
こ
う
し
た
定
義
に
沿
う

よ
う
に
、
彼
が
亡
く
な
る
直
前
に
出
版
さ
れ
た
『
一
般
公
示
学
』

で
は
、
新
聞
以
外
に
も
、
ラ
ジ
オ
、
映
画
、
発
話
、
シ
ン
ボ
ル
な

ど
様
々
な
行
為
の
「
法
則
」
が
解
釈
さ
れ
、
記
述
さ
れ
る
こ
と
に

な
る

（
（4
（

。

　

新
聞
学
か
ら
公
示
学
へ
の
発
展
は
、
す
で
に
一
九
三
〇
年
代
か

ら
始
ま
っ
て
い
た
。
プ
ブ
リ
ツ
ィ
ス
ト
と
い
う
語
は
、
十
八
世
紀

ま
で
は
「
教
養
の
あ
る
物
書
き
」
程
度
の
意
味
で
、
作
家
と
ほ
ぼ

同
義
に
使
わ
れ
て
い
た
が

（
（5
（

、
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
は
一
九
三
一
年
の

八
八
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（

『
新
聞
学
』
に
お
い
て
、
こ
の
語
に
特
別
な
意
味
を
込
め
て
い
る
。

ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
に
よ
れ
ば
「
プ
ブ
リ
ツ
ィ
ス
ト
は
、
公
衆
を
公
的

な
事
柄
に
お
い
て
信
条
を
基
礎
に
確
信
に
よ
っ
て
行
為
へ
導
く
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
異
な
る
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
公
的
関
心
の

あ
る
ニ
ュ
ー
ス
を
集
め
、
選
り
分
け
、
加
工
す
る
」
も
の
だ
と
い

う
（
（5
（

。
こ
の
よ
う
に
前
者
は
読
者
に
影
響
を
与
え
る
人
物
と
し
て
描

か
れ
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
ニ
ュ
ー
ス
を
整
理
し
、
時
事
的
な

問
題
に
特
化
し
た
著
述
を
機
械
的
に
行
う
人
物
と
し
て
、
一
段
低

く
評
価
さ
れ
て
い
る

（
（5
（

。
こ
の
特
殊
な
「
プ
ブ
リ
ツ
ィ
ス
ト
」
の
用

法
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
に
お
い
て
は
、
理
想
化
さ
れ
た

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
像
で
あ
る
と
し
て
「
公
示
的
ロ
マ
ン
主
義
」
と

形
容
さ
れ
て
き
た

（
（5
（

。
ま
た
、
そ
う
し
た
用
法
は
結
局
の
と
こ
ろ
概

念
の
混
乱
を
も
た
ら
し
た
だ
け
だ
っ
た
と
否
定
的
に
捉
え
ら
れ
て

き
た

（
（5
（

。
筆
者
の
み
る
と
こ
ろ
、
こ
う
し
た
評
価
に
よ
っ
て
、
こ
の

理
想
像
が
生
ま
れ
た
歴
史
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
は
、
捨
象
さ
れ
て
き

た
。
む
し
ろ
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
以
下
に
み
る
よ
う
に
、
理

想
的
な
人
格
的
特
質
を
、
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・

編
集
者
だ
け
で
は
な
く
、
出
版
人
も
持
つ
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る

こ
と
で
あ
り
、
こ
う
し
た
規
範
的
な
職
業
像
が
生
ま
れ
た
歴
史
的

文
脈
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
具
体
的
に
は
ヴ
ァ
イ
マ
ル
時
代
の
出
版

人
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
編
集
者
の
対
立
で
あ
っ
た
。
新
聞
学
者

と
し
て
の
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
の
関
心
は
、
新
聞
と
い
う
事
象
の
精
神

的
側
面
、
お
も
に
表
現
の
自
由
の
問
題
と
経
営
的
な
側
面
の
調
和

だ
っ
た
。
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
は
、
こ
う
し
た
「
内
的
自
由
」
の
問
題

解
決
の
た
め
に
、
新
聞
事
業
に
携
わ
る
者
が
「
公
的
利
益
」、
す

な
わ
ち
新
聞
の
公
的
側
面
を
意
識
し
て
業
界
を
自
主
的
に
規
律
化

す
る
こ
と
に
期
待
す
る
。
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
は
一
九
三
一
年
版
『
新

聞
学
』
二
巻
の
「
経
済
的
束
縛
と
精
神
的
自
由
」
と
題
さ
れ
た
結

語
に
お
い
て
、
直
近
の
業
界
の
様
子
を
書
い
て
い
る

（
（5
（

。
ド
ヴ
ィ
フ

ァ
ト
は
ま
ず
、
出
版
人
の
「
仕
事
の
理
想
的
な
目
標
」
は
、
経
済

的
な
面
か
ら
「
公
的
利
益
」
を
保
証
す
る
こ
と
に
あ
る
と
述
べ
、

マ
ッ
ク
ス
・
ヤ
ネ
ッ
ケ
、
ロ
ー
ベ
ル
ト
・
フ
ァ
ー
ヴ
ァ
ー
な
ど
、

出
版
人
協
会
を
創
設
し
た
人
々
が
「
精
神
的
使
命
」
を
理
解
し
て

新
し
い
時
代
を
築
い
た
こ
と
を
称
賛
す
る
。
こ
の
よ
う
な
指
導
的

な
出
版
人
を
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
は
「
出
版
人
に
ふ
さ
わ
し
い
人
格

V
erlegerpersönlichkeit

」
と
呼
び
、
十
九
世
紀
ま
で
遡
り
具

体
的
な
新
聞
経
営
者
の
名
前
を
世
代
別
に
記
し
、
利
益
の
み
を
志

向
す
る
他
の
出
版
人
に
対
し
て
彼
ら
が
「
公
示
的
指
導publizis-

tische Führung

へ
の
意
思
」
を
引
き
起
こ
し
た
と
述
べ
る
。

そ
し
て
「
完
成
さ
れ
た
出
版
人
」
は
自
ら
の
う
ち
に
「
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
、
商
人
、
印
刷
人
」
の
三
つ
の
職
業
を
含
む
べ
き
で
あ
る

と
い
う
同
時
代
の
出
版
人
の
言
葉
を
引
用
し
て
い
る

（
（5
（

。
続
け
て
ラ

九
八
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イ
ヒ
連
盟
の
活
動
を
紹
介
す
る
部
分
で
は
、
出
版
人
と
編
集
者
は

「
激
し
い
闘
争
」
に
至
る
こ
と
が
あ
る
が
、「
自
由
な
職
業
」
と
い

う
点
で
は
本
来
は
対
立
せ
ず
、
家
族
経
営
の
場
合
に
は
編
集
者
が

「
出
版
人
に
ふ
さ
わ
し
い
人
格
」
と
密
接
で
問
題
に
な
ら
な
い
の

で
あ
り
、
意
見
の
違
い
が
出
て
く
る
の
は
、「
人
格
的
自
由
」
が

新
聞
と
い
う
「
企
業
」
に
統
合
さ
れ
る
と
き
で
あ
る
と
す
る

（
（5
（

。
そ

し
て
最
後
に
ラ
イ
ヒ
労
働
共
同
体
の
活
動
を
例
に
、
出
版
人
と
編

集
者
の
地
位
が
「
公
的
利
益
」
を
原
則
に
し
て
、
法
的
に
確
立
し

つ
つ
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
て
、
出
版
人
と
編
集
者
が
「
信
頼
に
満

ち
て
」「
指
導
的
人
格
」
を
通
じ
て
協
力
す
べ
き
と
主
張
す
る

（
（5
（

。

こ
の
よ
う
に
、
十
九
世
紀
の
小
規
模
経
営
中
心
の
時
代
を
懐
古
し
、

美
化
す
る
姿
勢
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
こ
に
は
そ
の
裏
返
し
と
し
て

現
実
の
出
版
人
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
編
集
者
の
対
立
が
影
を
落

と
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。
十
九
世
紀
末
以
降
、
家
族

経
営
の
出
版
に
代
り
、
都
市
部
で
は
大
規
模
な
商
業
出
版
が
台
頭

し
て
き
た
な
か
で
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
編
集
者
だ
け
で
な
く
、

出
版
人
に
も
利
す
る
職
業
像
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
出
版
人
の
業

績
を
称
賛
す
る
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
の
記
述
は
、
彼
ら
の
自
尊
心
を
満

た
す
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る

（
（5
（

。

第
四
章　

ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
の
教
育
活
動

第
一
節　

ヴ
ァ
イ
マ
ル
期
に
お
け
る
大
学
、
研
究
所
で
の
活
動

　

そ
れ
で
は
、
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
は
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な
職
業
教

育
を
実
施
し
て
い
た
の
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
ホ
イ
ザ
ー
が
ま
と

め
て
い
る
授
業
科
目
名
の
リ
ス
ト
か
ら
、
大
学
と
研
究
所
で
の
教

育
活
動
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う

（
（6
（

。
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
は
一
九
二
八
年

の
冬
学
期
か
ら
、
大
学
で
は
講
義
を
、
研
究
所
で
は
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

を
行
っ
て
い
る
。
講
義
は
二
種
類
で
、
週
に
合
計
三
～
四
時
間
、

ゼ
ミ
は
初
級
コ
ー
ス
（V

orkurs/U
nterkurs

）
と
上
級
コ
ー
ス

に
分
か
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
後
者
を
担
当
し
て
い
る

（
（6
（

。
一
般
向
け

の
授
業
や
他
の
学
部
履
修
者
に
も
開
か
れ
た
講
義
が
追
加
で
行
わ

れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
一
九
三
九
年
か
ら
は
、
博
士
号
取
得
を
目

的
と
し
た
コ
ロ
キ
ア
ム
も
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
に
よ
っ
て
主
宰
さ
れ
て

い
る
。
講
義
は
基
本
的
に
、
彼
の
著
作
『
新
聞
学
』
や
『
新
聞
学

説
』
の
内
容
で
構
成
さ
れ
、
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
は
冬
学
期
に
は
第
一

巻
の
内
容
に
当
た
る
「
一
般
編
」
を
、
夏
学
期
に
は
二
巻
の
「
実

践
編
」
を
扱
っ
た
。
そ
れ
以
外
の
講
義
や
ゼ
ミ
で
は
、
時
事
報
道
、

外
国
の
新
聞
制
度
か
ら
「
公
示
的
指
導
」
に
つ
い
て
、
読
者
や
出

版
制
度
、
ラ
ジ
オ
と
新
聞
の
関
係
、
意
見
獲
得
の
た
め
の
心
理
学
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
お
け
る
形
式
、
新
聞
に
お
け
る
言
葉
、
演
説

〇
九
二
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一
五　
（

な
ど
毎
回
異
な
る
テ
ー
マ
を
扱
っ
て
い
た
。
タ
イ
ト
ル
か
ら
推
測

す
る
に
、
新
聞
に
関
わ
る
様
々
な
領
域
を
網
羅
し
よ
う
と
す
る
意

図
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
新
聞
だ
け
で
な
く
、
雑
誌
や
、
ラ
ジ
オ

や
演
説
、
言
語
自
体
を
扱
っ
て
い
る
点
は
、
の
ち
に
ド
ヴ
ィ
フ
ァ

ト
が
「
一
般
公
示
学
」
を
構
想
す
る
こ
と
を
予
期
さ
せ
る
。
終
戦

末
期
に
な
る
と
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
（
演
習
）
の
講
座
名
に
お
い
て
編

集
の
実
務
を
想
起
さ
せ
る
実
践
的
な
内
容
も
見
ら
れ
る
が

（
（6
（

、
全
体

と
し
て
見
れ
ば
、
記
事
の
書
き
方
や
速
記
術
な
ど
実
務
的
な
内
容

は
な
く
、
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
は
『
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
』

で
書
い
た
よ
う
に
、「
ド
イ
ツ
的
」
教
育
、
す
な
わ
ち
理
論
や
実

践
の
理
念
的
解
釈
に
主
眼
を
置
い
て
い
た
と
評
価
で
き
よ
う

（
（6
（

。

　

次
に
、
す
で
に
職
に
あ
る
新
聞
関
係
者
を
対
象
と
し
た
「
新
聞

専
門
継
続
教
育
コ
ー
ス
」（
以
下
：
継
続
教
育
）
に
つ
い
て
見
て

い
く
。
継
続
教
育
は
、
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
の
前
任
者
の
モ
ー
ル
が
構

想
し
、
一
九
二
七
年
の
ベ
ル
リ
ン
研
究
所
の
規
約
も
そ
れ
を
明
記

し
て
い
た
が
、
モ
ー
ル
が
所
長
だ
っ
た
時
代
に
は
、
費
用
面
な
ど

の
点
か
ら
実
現
し
な
か
っ
た

（
（6
（

。
そ
の
か
わ
り
に
、
一
九
二
五
年
か

ら
、
公
開
の
特
別
講
義
が
代
わ
り
に
行
わ
れ
て
い
た
が

（
（6
（

、
ド
ヴ
ィ

フ
ァ
ト
が
所
長
に
就
任
し
た
あ
と
の
一
九
二
九
年
か
ら
継
続
教
育

が
よ
う
や
く
定
例
と
な
る
。
毎
年
十
一
月
に
一
〇
日
間
開
催
さ
れ

る
講
座
は
、
基
本
的
に
座
学
と
参
加
者
の
意
見
交
換
を
主
体
と
し

て
お
り
、
首
都
の
ベ
ル
リ
ン
見
学
も
含
ま
れ
て
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
講
座
の
内
容
は
、
資
料
状
況
か
ら
不
明
だ
が
、
大
き
く
分
け
る

と
、
必
修
の
「
新
聞
専
門
編
」
と
、
参
加
者
の
関
心
に
し
た
が
っ

て
受
講
す
る
「
分
野
編
」
か
ら
な
る
。「
新
聞
専
門
編
」
は
、
新

聞
学
の
基
本
的
な
内
容
に
関
す
る
「
現
代
の
日
刊
新
聞
の
精
神
的
、

技
術
的
な
問
題
の
討
議
」
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
「
分
野
編
」

は
時
期
に
よ
り
違
う
が
、
当
初
は
、「
政
治
」、「
経
済
、
商
業
政

策
」、「
文
学
・
文
化
政
策
」
の
作
業
部
会
に
分
か
れ
て
い
た

（
（6
（

。
講

演
者
は
政
治
、
経
済
、
新
聞
業
界
で
「
指
導
的
な
人
物
」
で
、
毎

回
四
十
～
五
十
人
に
も
な
る
規
模
だ
っ
た

（
（6
（

。
継
続
教
育
は
盛
況
で
、

第
一
回
か
ら
参
加
者
が
一
〇
〇
人
を
超
え
、
第
七
回
に
は
約
一
七

〇
人
が
参
加
し
て
い
る

（
（6
（

。
継
続
教
育
で
注
目
し
た
い
の
は
、
参
加

者
の
構
成
で
、
出
版
人
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
［
表
1
］（

（6
（

。

実
際
、
ド
イ
ツ
新
聞
出
版
人
協
会
の
業
界
誌
で
あ
る
『
新
聞
出

版
』
に
複
数
回
掲
載
さ
れ
た
参
加
者
募
集
の
呼
び
か
け
に
は
、
出

版
人
も
対
象
と
さ
れ
て
い
る

（
（7
（

。
ヴ
ァ
イ
マ
ル
時
代
は
、
小
規
模
な

出
版
社
で
は
、
依
然
と
し
て
編
集
者
、
出
版
人
が
一
人
の
人
物
に

担
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が

（
（7
（

、
参
加
状
況
は
こ
の

よ
う
な
事
情
と
関
係
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
出
版
人
を
含
む

参
加
者
の
状
況
は
、
被
用
者
と
い
う
立
場
に
あ
り
、
資
金
面
で
出

版
人
に
依
存
し
て
い
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
編
集
者
の
置
か
れ
た

一
九
二
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の
講
義
な
ど
で
あ
る

（
（7
（

。
こ
の
よ
う
に
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
・
研
究
所

に
お
け
る
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
の
教
育
活
動
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・

編
集
者
の
た
め
に
特
化
し
た
も
の
で
は
な
く
、
出
版
人
を
含
む
幅

広
い
人
を
対
象
に
し
た
も
の
だ
っ
た
。
新
聞
学
の
受
講
者
は
、
新

聞
に
関
係
す
る
す
べ
て
の
人
で
あ
る
と
い
う
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
の
主

張
は
、
教
育
活
動
の
現
実
と
乖
離
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

第
二
節　

ナ
チ
期
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
と
教
育

　

ナ
チ
党

（
（7
（

が
台
頭
し
て
ヴ
ァ
イ
マ
ル
体
制
が
動
揺
し
て
く
る
と
、

ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
は
大
学
組
織
を
超
え
た
「
大
衆
」
へ
の
啓
蒙
の
必

要
性
を
強
調
す
る
よ
う
に
な
る
。
彼
は
、
一
九
三
二
年
の
「
ド
イ

ツ
の
公
示
学
の
新
し
い
使
命

（
（7
（

」
と
題
す
る
論
考
で
、
ま
ず
新
聞
の

傾
向
や
発
行
部
数
と
選
挙
結
果
が
一
致
し
な
い
こ
と
を
と
り
あ
げ

る
。
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
に
よ
れ
ば
、
一
九
三
〇
年
九
月
の
選
挙
に
お

い
て
、
大
衆
は
「
左
派
市
民
的
ゲ
ネ
ラ
ル
ア
ン
ツ
ァ
イ
ガ
ー
を
読

み
、
社
会
民
主
党
に
投
票
し
、
市
民
的
―
右
派
的
信
条
の
中
小
の

都
市
新
聞
な
い
し
は
「
国
粋
的national

」
ゲ
ネ
ラ
ル
ア
ン
ツ
ァ

イ
ガ
ー
を
読
み
、
ナ
チ
党
に
投
票
」
し
た
こ
と
に
注
意
を
向
け
る
。

そ
し
て
今
日
で
は
、「
大
衆
は
、
新
聞
が
彼
ら
を
導
く
よ
り
も
一

段
ラ
デ
ィ
カ
ル
に
投
票
す
る
と
い
う
こ
と
を
む
し
ろ
証
明
し
た
」

と
す
る

（
（7
（

。
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
予
期
せ
ぬ
事
態

二
九
二

［表 1］

開催年 1929 1930 1931 1932 1933 1934 1935

出版人（Verleger） 18  27   19   22   3 0  38   32

記者（Schriftleiter） 80 118 115  88  130 130 137

合計（人） 98 145 134 110 160 168 169

継続教育参加者 MDIZ, Nr. 22（『ベルリン大学付属新聞学研究所報告』）を元に作成。

状
況
を
物
語
っ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
先
の
募
集
や
継
続
教
育
関
連
の

記
事
で
は
、
出
版
人
に
対
し
て
、

雇
用
し
て
い
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
・
編
集
者
の
参
加
を
認
め
る
こ

と
や
参
加
費
や
ベ
ル
リ
ン
ま
で
の

交
通
費
な
ど
の
諸
経
費
を
負
担
す

る
よ
う
求
め
て
お
り
、
出
版
人
の

許
可
な
く
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・

編
集
者
が
講
座
に
参
加
す
る
の
は

難
し
か
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る

（
（7
（

。

他
に
も
ベ
ル
リ
ン
の
研
究
所
は
、

新
聞
の
重
要
性
を
訴
え
る
活
動
や

政
治
教
育
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

一
九
三
一
年
四
月
か
ら
そ
の
活
動

や
教
育
は
、
新
聞
学
者
の
ハ
ン

ス
・
Ａ
・
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
と
と
も

に
は
じ
め
た
学
校
教
員
の
た
め
の

講
座
や

（
（7
（

、
ベ
ル
リ
ン
の
国
民
学
校

で
の
講
義
、
そ
し
て
ベ
ル
リ
ン
の

「
政
治
の
た
め
の
単
科
大
学
」
で



ヴ
ァ
イ
マ
ル
期
・
ナ
チ
期
に
お
け
る
エ
ミ
ー
ル
・
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
の
新
聞
学

）

一
七　
（

が
起
こ
っ
た
原
因
は
、
新
聞
以
外
の
公
示
的
手
段
の
存
在
だ
っ
た
。

ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
は
そ
れ
を
、
演
説
な
ど
と
と
も
に
用
い
ら
れ
る

「
宣
伝
手
段
」
で
あ
る
と
し
、「
共
産
主
義
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
は
こ
の

集
団
的
な
指
導
手
段diese kollektiven Führungsm

ittel

に

つ
い
て
と
く
に
訓
練
さ
れ
て
い
る
」
と
述
べ
、
そ
の
具
体
例
と
し

て
「
制
服
」
や
「
パ
レ
ー
ド
と
豪
華
さ
」
な
ど
を
上
げ
て
い
る

（
（7
（

。

そ
し
て
論
考
の
最
後
で
、
客
観
報
道
に
加
え
「
広
範
な
大
衆
に
こ

の
新
し
い
現
代
の
指
導
的
手
段
に
対
す
る
理
解
を
与
え
、
批
判
的

分
別
を
で
き
る
よ
う
に
さ
せ
る
こ
と
が
、
今
後
の
ド
イ
ツ
の
公
示

学
の
二
つ
目
の
と
て
も
重
要
な
使
命
だ
」
と
結
ん
で
い
る

（
（7
（

。
こ
こ

に
は
、
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
の
反
ナ
チ
、
反
共
産
主
義
的
立
場
に
加
え

て
、
新
聞
以
外
の
メ
デ
ィ
ア
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
点
で
、
新
聞
学

か
ら
公
示
学
へ
の
発
展
も
垣
間
見
ら
れ
る
。

　

ナ
チ
期
に
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
強
制
的
同
質
化
に
迎
合
し
た
。

一
九
三
三
年
四
月
三
〇
日
の
ラ
イ
ヒ
連
盟
の
年
次
大
会
で
は
、
ユ

ダ
ヤ
人
を
将
来
会
員
と
し
な
い
提
案
が
出
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
可

決
し
て
い
る
。
反
対
し
た
の
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
同
僚
の
功
績
と
こ

れ
ま
で
の
友
好
関
係
を
示
唆
し
て
抗
議
の
動
議
を
出
し
た
ド
ヴ
ィ

フ
ァ
ト
を
含
む
一
〇
人
だ
け
だ
っ
た

（
（8
（

。
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
は
そ
の
後
、

著
作
や
カ
ト
リ
ッ
ク
大
会
で
の
反
ナ
チ
的
な
言
動
に
よ
り
一
九
三

四
年
に
一
時
的
に
失
職
し
た
も
の
の
復
職
し
、
ナ
チ
政
権
掌
握
後

も
キ
ャ
リ
ア
を
継
続
し
て
い
る

（
（8
（

。
業
界
誌
な
ど
へ
の
寄
稿
は
減
っ

た
も
の
の
『
新
聞
学
説
』
の
改
訂
は
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は

先
の
ラ
イ
ヒ
連
盟
で
の
行
動
と
は
裏
腹
に
、
政
権
へ
の
批
判
的
視

点
は
消
え
、「
プ
ブ
リ
ツ
ィ
ス
ト
」
の
理
想
像
は
維
持
さ
れ
る
が

ナ
チ
党
の
世
界
観
が
付
与
さ
れ
て
い
く
。
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
は
一
九

三
七
年
版
の
『
新
聞
学
説
』
第
一
巻
、「
人
格
の
調
和
（
新
聞
の

公
示
的
使
命
に
お
け
る
出
版
人
と
記
者Schriftleiter

）」
の
箇

所
に
お
い
て
、「
公
示
的
使
命publizistische A

ufgabe

」
に
、

記
者
と
出
版
人
の
双
方
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
説
明
す
る

（
（8
（

。
一

九
三
三
年
一
〇
月
に
可
決
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
「
記
者
法
」
に
、
新

聞
や
雑
誌
の
「
精
神
的
内
容
」
に
関
与
す
る
こ
と
が
「
公
的
使
命

öffentliche A
ufgabe

」
で
あ
る
と
明
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指

摘
し
、
そ
れ
を
「
公
示
的
使
命
」
と
言
い
換
え
る
。
そ
し
て
、
出

版
人
は
、
所
有
す
る
刊
行
物
の
傾
向
を
記
者
に
対
し
て
義
務
づ
け

る
こ
と
が
で
き
る
と
は
い
え
、
記
者
の
公
的
義
務
の
妨
げ
に
な
っ

て
は
な
ら
な
い
と
す
る
。
そ
し
て
帝
国
新
聞
院
総
裁
の
マ
ッ
ク

ス
・
ア
マ
ン
の
言
葉
を
引
用
し
、「
新
聞
企
業
の
経
済
的
な
機

能
」
は
、「
新
聞
の
精
神
的
な
使
命
」
に
資
す
る
も
の
で
、
新
聞

を
発
行
す
る
こ
と
は
「
公
的
使
命
」
で
あ
り
、
新
聞
社
で
働
く
者

の
使
命
は
一
つ
で
、
出
版
人
と
記
者
は
「
労
働
共
同
体
」
で
あ
る

こ
と
、
そ
の
共
同
体
が
よ
り
親
密
で
あ
れ
ば
新
聞
の
成
功
が
あ
る

三
九
二
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と
述
べ
る

（
（8
（

。
こ
の
よ
う
に
記
者
、
つ
ま
り
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
編

集
者
と
出
版
人
に
よ
る
協
力
が
強
調
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
際
こ

こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、「
プ
ブ
リ
ツ
ィ
ス
ト
」
と
い
う
存
在
は

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
編
集
者
だ
け
で
な
く
、
出
版
人
に
と
っ
て
も

理
想
の
あ
り
方
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
は

同
じ
箇
所
で
「
プ
ブ
リ
ツ
ィ
ス
ト
」
が
持
つ
べ
き
条
件
と
し
て
、

使
命
感
と
読
者
・
聴
衆
へ
の
感
情
移
入
の
才
能
、
そ
し
て
最
後
に

表
現
の
才
の
三
つ
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
出
版
人
と
記
者

は
公
示
的
仕
事
の
前
提
を
持
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
述
べ
て

い
る

（
（8
（

。
こ
の
よ
う
に
「
人
格
の
調
和
」
と
は
精
神
的
な
部
分
、
つ

ま
り
記
者
が
行
う
執
筆
・
編
集
作
業
と
、
出
版
人
に
よ
る
経
営
的

関
与
の
両
方
が
「
公
的
使
命
」
な
い
し
は
「
公
示
的
使
命
」
の
も

と
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
、
そ
れ
は
「
プ
ブ
リ
ツ
ィ
ス

ト
」
に
体
現
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
崇
高
な
規
範
意
識
を
兼
ね
備
え

た
人
物
像
は
、
の
ち
に
「
公
示
的
人
格
」
と
い
う
言
葉
の
も
と
一

九
五
〇
年
代
、
六
〇
年
代
に
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
が
同
名
の
論
文
を
書

い
て
い
る
よ
う
に
、
彼
が
戦
後
も
維
持
す
る
理
想
像
で
あ
る

（
（8
（

。
実

際
、
一
九
五
五
年
版
の
『
新
聞
学
説
』
で
は
、
よ
り
「
出
版
人
」

が
「
プ
ブ
リ
ツ
ィ
ス
ト
」
た
る
べ
き
こ
と
が
は
っ
き
り
求
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
る

（
（8
（

。

　

ナ
チ
ズ
ム
と
の
関
係
か
ら
重
要
な
の
は
、
同
党
の
メ
デ
ィ
ア
観

と
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
の
「
プ
ブ
リ
ツ
ィ
ス
ト
」
理
念
の
親
和
性
で
あ

る
。
一
九
三
七
年
版
の
『
新
聞
学
説
』
の
同
じ
箇
所
で
、
ド
ヴ
ィ

フ
ァ
ト
は
、
新
聞
と
い
う
教
育
手
段
を
通
じ
て
「
民
族
と
帝
国
に

資
す
る
」
こ
と
が
、「
公
示
的
使
命
」
で
あ
る
と
述
べ

（
（8
（

、
続
け
て

「
プ
ブ
リ
ツ
ィ
ス
ト
」
を
「
役
人
」
と
対
比
す
る
。
ド
ヴ
ィ
フ
ァ

ト
に
よ
れ
ば
、「
役
人
」
は
権
力
を
持
ち
、
暴
力
を
使
っ
て
行
動

を
強
制
し
た
り
、
意
見
を
押
し
つ
け
た
り
す
る
。
他
方
で
「
プ
ブ

リ
ツ
ィ
ス
ト
」
は
「
信
条
」
と
「
内
的
確
信
」
に
基
づ
く
「
指
導

Führung

」
が
そ
の
特
徴
で
あ
り
、
彼
は
「
導
か
れ
た
者
の
心
か

ら
の
、
そ
し
て
自
発
的
な
「
是
」
を
求
め
る
。
と
い
う
の
も
彼
は
、

精
神
的
な
領
域
で
の
無
理
強
い
と
強
制
は
永
続
し
な
い
こ
と
を
自

覚
し
て
い
る
か
ら
だ
」
と
す
る

（
（8
（

。
こ
の
よ
う
に
、
内
発
的
な
思
想

へ
の
同
調
と
行
動
を
、
新
聞
を
含
め
た
「
公
示
的
手
段
」
に
よ
っ

て
得
る
こ
と
が
「
公
示
的
使
命
」
の
内
容
で
あ
っ
た
。
む
き
出
し

の
暴
力
が
否
定
さ
れ
、
代
わ
っ
て
推
奨
さ
れ
て
い
る
「
自
発
性
」

は
、
ナ
チ
支
配
を
支
え
た
合
意
独
裁
に
通
じ
得
る
も
の
だ
ろ
う
。

ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
の
理
論
の
う
ち
、
啓
蒙
対
象
と
し
て
の
読
者
の
位

置
づ
け
や
指
導
的
な
「
プ
ブ
リ
ツ
ィ
ス
ト
」
像
は
、
プ
ロ
パ
ガ
ン

ダ
を
中
心
と
す
る
メ
デ
ィ
ア
観
に
親
和
性
が
あ
り
、「
公
示
的
使

命
」
の
強
調
は
、
ナ
チ
的
社
会
像
に
も
適
合
す
る
も
の
だ
っ
た
。

「
記
者
法
」
や
ナ
チ
の
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
の
言
葉
を
援
用
し
て
い
る

四
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一
九　
（

点
か
ら
も
、
そ
れ
が
ナ
チ
的
な
メ
デ
ィ
ア
観
で
あ
る
こ
と
は
明
ら

か
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
点
が
如
実
に
表
れ
て
い
る
の
が
、
ド
ヴ
ィ

フ
ァ
ト
も
記
事
を
寄
稿
し
た
『
新
聞
学
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
の
「
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
の
項
目
で
あ
る

（
（8
（

。
彼
は
、
こ
こ
で
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
の
類
型
化
を
試
み
て
い
る
が
、
そ
の
最
後
の
段
階
を
「
民
族

共
同
体
」
に
奉
仕
し
、
国
家
経
営
に
協
同
す
る
「
民
族V

olk

に

責
任
の
あ
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
と
位
置
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る

（
（9
（

。

　

そ
れ
で
は
ナ
チ
期
の
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
の
教
育
実
践
は
ど
の
よ
う

な
も
の
だ
っ
た
の
か
。
継
続
教
育
は
、
一
九
三
三
年
か
ら
国
民
啓

蒙
宣
伝
省
の
後
援
の
も
と
、
講
演
者
、
講
義
内
容
と
も
に
ナ
チ
化

し
て
い
く

（
（9
（

。
一
九
三
六
年
に
予
定
さ
れ
て
い
た
第
八
回
の
講
座
は

実
施
さ
れ
ず
、
一
九
三
七
年
か
ら
「
新
聞
専
門
継
続
教
育
の
た
め

の
帝
国
課
程
」
と
名
前
を
変
え
、
主
催
も
ラ
イ
ヒ
連
盟
に
移
っ
た

が
、
事
務
作
業
な
ど
は
引
き
続
き
ベ
ル
リ
ン
研
究
所
が
担
っ
た
。

こ
の
年
の
講
座
に
は
約
二
〇
〇
人
が
参
加
し
て
い
る

（
（9
（

。
そ
の
後
、

一
九
三
九
年
の
夏
に
第
二
回
が
行
わ
れ
た
が
、
第
二
次
世
界
大
戦

の
開
始
と
と
も
に
終
止
符
が
打
た
れ
た
。
そ
れ
と
は
別
に
、
一
九

三
五
年
一
月
か
ら
開
校
し
た
帝
国
新
聞
学
校
で
、
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト

は
少
な
く
と
も
最
初
の
四
年
間
は
教
鞭
を
執
っ
て
い
た
こ
と
が
確

認
で
き
る

（
（9
（

。
こ
ち
ら
は
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
で
作
ら
れ
、

ナ
チ
党
機
関
紙
『
フ
ェ
ル
キ
ッ
シ
ャ
ー
・
ベ
オ
バ
ハ
タ
ー
』
の
編

集
長
で
新
た
に
ラ
イ
ヒ
連
盟
ト
ッ
プ
に
な
っ
た
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・

ヴ
ァ
イ
ス
の
管
轄
の
も
と
、
職
業
見
習
い
を
終
え
た
人
物
を
教
育

す
る
施
設
で
あ
る
。
こ
こ
で
三
ヶ
月
の
教
育
を
終
え
て
試
験
に
合

格
し
た
者
が
、「
記
者
法
」
が
定
め
る
職
業
リ
ス
ト
に
記
さ
れ
る

こ
と
で
、
は
じ
め
て
「
記
者
」、
す
な
わ
ち
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・

編
集
者
と
し
て
従
事
で
き
る

（
（9
（

。
こ
う
し
て
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
編

集
者
の
準
備
教
育
は
新
聞
学
の
あ
る
大
学
で
、
養
成
教
育
と
資
格

付
与
は
帝
国
新
聞
学
校
で
、
継
続
教
育
は
ベ
ル
リ
ン
研
究
所
な
い

し
は
ラ
イ
ヒ
連
盟
が
そ
れ
ぞ
れ
担
当
す
る
体
制
が
整
っ
た
。

　

ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
の
ナ
チ
期
の
活
動
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
評

価
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
冒
頭
に
述
べ

た
よ
う
に
、
ナ
チ
ズ
ム
と
の
関
係
に
光
が
当
て
ら
れ
て
き
た
。
ド

ヴ
ィ
フ
ァ
ト
の
伝
記
を
記
し
た
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
は
、
彼
が
全
体
主

義
国
家
で
の
新
聞
の
役
割
を
自
ら
の
も
の
と
し
た
こ
と
は
、
新
聞

は
信
条
を
通
し
て
他
者
の
行
動
を
規
定
す
る
と
い
う
ド
ヴ
ィ
フ
ァ

ト
の
考
え
の
帰
結
だ
っ
た
と
述
べ
る
。
そ
の
上
で
、
彼
が
ナ
チ
期

に
「
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
」
の
手
法
で
「
行
間
の
公
示Zw

ischen-
den-Zeilen-Publizisitk

」
を
試
み
た
と
し
て
い
る

（
（9
（

。
ド
ヴ
ィ
フ

ァ
ト
自
身
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
改
訂
さ
れ
た
一
九
五
五
年

版
の
『
新
聞
学
説
』
の
冒
頭
に
、「
全
体
主
義
的
体
制
は
、
民
族

共
同
体
の
口
実
の
も
と
新
聞
を
独
裁
的
国
家
権
力
の
「
指
導
の
手

五
九
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段
」
に
変
え
た
」
と
ま
ず
本
文
で
述
べ
、
注
に
お
い
て
、
そ
の
こ

と
は
、
ナ
チ
期
に
出
版
さ
れ
た
版
の
「
行
間
に
当
時
理
解
さ
れ
る

よ
う
に
」
示
し
た
と
記
し
て
い
る

（
（9
（

。『
新
聞
学
説
』
の
内
容
に
つ

い
て
、
当
時
の
読
者
に
は
、
皮
肉
と
し
て
、
そ
の
反
ナ
チ
的
真
意

が
伝
わ
っ
て
い
た
は
ず
だ
、
と
い
う
弁
明
と
も
読
め
る
。
こ
の
ド

ヴ
ィ
フ
ァ
ト
の
主
張
と
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
の
評
価
を
批
判
的
に
見
る

論
文
も
あ
る
が

（
（9
（

、
概
ね
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
の
研
究
は
、
ド

ヴ
ィ
フ
ァ
ト
が
ナ
チ
党
員
に
は
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
ユ
ダ
ヤ
人

学
生
の
博
士
号
取
得
を
支
援
し
た
こ
と
、
先
述
し
た
ラ
イ
ヒ
連
盟

か
ら
の
ユ
ダ
ヤ
人
排
斥
に
反
対
し
た
こ
と
な
ど
を
、
彼
の
反
ナ
チ

的
な
心
情
の
表
れ
と
し
て
重
要
な
も
の
と
み
な
し
て
い
る

（
（9
（

。
こ
う

し
た
マ
ス
タ
ー
・
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
を
、
第
二
次
大
戦
後
に
ド
ヴ
ィ
フ

ァ
ト
が
勤
務
す
る
ベ
ル
リ
ン
自
由
大
学
の
学
科
の
取
り
組
み
を
含

め
て
批
判
的
に
検
証
し
よ
う
と
す
る
研
究
も
あ
る
が

（
（9
（

、
そ
も
そ
も

ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
は
、
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
が
「
偽
装T

arnungen
」

の
手
段
を
用
い
、
ナ
チ
ズ
ム
と
「
妥
協
」
し
た
が
、
そ
の
「
抵

抗
」
と
「
協
力
」
の
「
方
法
と
程
度
」
は
、「
判
断
す
る
こ
と
は

難
し
い
」
と
述
べ
て
い
た
こ
と
を
字
義
通
り
捉
え
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る

（
（10
（

。
結
局
の
と
こ
ろ
、
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
自
身
の
ナ
チ
期
の

活
動
に
つ
い
て
は
、
残
さ
れ
て
い
る
史
料
は
限
ら
れ
て
い
る
上
に
、

ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
の
研
究
が
出
さ
れ
た
当
時
と
も
大
き
く
変
わ
っ
て

お
り
、
そ
の
確
認
は
お
ろ
か
満
足
い
く
究
明
は
難
し
い
の
が
現
状

で
あ
る

（
（10
（

。
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
が
い
か
な
る
理
由
か
ら
ナ
チ
期
に
キ
ャ

リ
ア
を
継
続
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
の
真
意
を
推
測
す
る
こ
と
や
、

ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
の
言
動
が
ど
の
程
度
ナ
チ
的
で
あ
っ
た
の
か
と
い

う
こ
と
よ
り
も
、
本
稿
の
目
的
か
ら
重
要
な
の
は
、
彼
の
言
動
が
、

ド
イ
ツ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
史
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
意
義
を
持

つ
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
紙
幅
の
関
係
か
ら
、
第
二
次
大

戦
終
結
前
ま
で
に
限
定
す
る
が
、
そ
の
点
を
次
の
章
で
明
ら
か
に

し
た
い
。

第
五
章　

ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
と
現
代
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

第
一
節　

ド
イ
ツ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
史
概
観

　

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
の
新
聞
学
の
理
論
を
、
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
と
し
て
読
ん
だ
場
合
に
、
そ
れ
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
史
に
ど
う
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
。
こ
う
し
た
こ
と
を
試
み

る
た
め
に
、
ま
ず
は
ド
イ
ツ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
史
を
簡
単
に
素

描
し
て
み
よ
う
。

　

ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
十
九
世
紀
か
ら
徐
々

に
独
立
し
た
職
業
と
な
り
、
そ
れ
が
二
十
世
紀
に
入
っ
て
か
ら

徐
々
に
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
な
い
し
は
そ
れ
に
準
ず
る
職
業
と
な

っ
て
い
く
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
る

（
（10
（

。
報
道
す
べ
き
情
報
を
得
て

六
九
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二
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記
事
を
書
い
た
り
、
そ
れ
を
編
集
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
十
八
世

紀
ま
で
は
一
人
の
人
物
が
行
う
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
そ

れ
は
経
営
を
司
る
出
版
人
が
行
う
こ
と
も
、
植
字
な
ど
を
担
当
す

る
印
刷
工
が
行
う
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
、
家
族
経
営
の
印

刷
業
に
お
い
て
新
聞
が
発
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
関
係
す
る
。
そ

う
し
た
状
況
が
変
化
す
る
の
は
、
十
九
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
で
あ

る
。
新
聞
に
関
わ
る
業
務
が
未
分
化
な
状
態
か
ら
、
記
事
の
執
筆

や
そ
の
編
集
に
専
従
す
る
者
が
出
て
き
て
、
彼
ら
が
自
ら
の
活
動

を
作
家
や
印
刷
工
、
出
版
人
な
ど
の
そ
れ
と
区
別
し
、
独
自
の
自

己
意
識
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。
業
界
組
織
の
設
立
な
ど
は
、

そ
の
指
標
と
い
え
る
。
ニ
ッ
パ
ー
ダ
イ
は
十
九
世
紀
末
の
業
界
団

体
の
創
設
を
も
っ
て
職
業
と
し
て
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
誕
生
し

た
と
見
な
す

（
（10
（

。
次
に
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
活
動
す
る
組
織
や
彼

ら
が
書
く
記
事
の
歴
史
に
も
目
を
向
け
る
と
、
よ
り
包
括
的
に
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
史
の
展
開
を
跡
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
際

に
参
考
に
な
る
の
が
、
ビ
ル
ク
ナ
ー
の
研
究
で
あ
る
。
彼
は
、
ド

イ
ツ
に
お
け
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
発
展
の
時
代
区
分
を
提
示
し
、

誕
生
期
（
一
六
〇
五
―
一
八
四
八
）、
形
成
期
（
一
八
四
九
―
一

八
七
三
）、
分
化
期
（
一
八
七
四
―
一
九
〇
〇
）、
現
代
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
の
出
現
期
（
一
九
〇
〇
―
一
九
一
四
）
に
分
け
て
い
る
。

そ
し
て
、
時
期
区
分
ご
と
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
組
織
、
ア
ク

タ
ー
、
報
道
内
容
の
三
つ
の
観
点
か
ら
分
析
し
、「
現
代
の
社
会

の
自
己
観
察
」
と
い
う
機
能
を
引
き
受
け
る
活
動
と
定
義
さ
れ
た

「
現
代
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
は
、
こ
れ
ら
三
つ
の
領
域
で
、
高
度

に
分
化A

usdifferenzierung

し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た

（
（10
（

。
本
稿
が
対
象
と
す
る
ヴ
ァ
イ
マ
ル
時
代
、
ナ
チ
時
代

は
、
こ
の
区
分
に
よ
れ
ば
、「
現
代
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
の
時
代

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

第
二
節　

ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
と
新
聞
改
革

　

第
一
節
で
み
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
史
の
基
本
的
な
ナ
ラ
テ
ィ
ブ

に
照
ら
し
た
場
合
、
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
の
理
念
は
十
九
世
紀
の
古
い

出
版
事
情
を
懐
古
し
て
理
想
化
し
、
ナ
チ
ズ
ム
に
迎
合
す
る
自
民

族
中
心
主
義
的
な
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま

ず
は
、
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
が
、
新
聞
に
関
わ

る
集
団
の
専
門
職
化
の
中
で
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
注

意
を
向
け
た
い
。
先
に
分
析
し
た
よ
う
に
、
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
は
政

治
的
志
向
を
持
ち
、
公
的
責
任
を
意
識
し
て
人
々
を
教
化
す
る

「
プ
ブ
リ
ツ
ィ
ス
ト
」
を
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
」
か
ら
区
別
し
て

い
た
。「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
」
と
い
う
職
業
や
地
位
が
、
十
九
世

紀
を
通
じ
て
決
し
て
高
く
は
な
か
っ
た
こ
と
、
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
が
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
教
育
が
内
外
の
職
業
観
を
変
え
る
こ
と
を
再
三

七
九
二
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強
調
し
て
き
た
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
こ
う
し
た
区
分
け
は
、

新
聞
に
関
わ
る
業
種
の
社
会
的
地
位
の
上
昇
を
目
指
す
意
図
か
ら

な
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

（
（10
（

。
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
は
ま
た
、

利
潤
だ
け
を
求
め
ず
、
公
的
役
割
を
意
識
し
た
出
版
人
を
含
む
新

聞
関
係
者
に
、「
プ
ブ
リ
ツ
ィ
ス
ト
」
と
し
て
の
資
質
と
役
割
を

期
待
し
て
い
た
。
編
集
者
と
出
版
人
を
含
む
「
プ
ブ
リ
ツ
ィ
ス

ト
」
と
い
う
こ
の
未
分
化
な
職
業
像
は
、
新
聞
に
関
わ
る
業
務
が

分
化
し
て
多
様
化
・
細
分
化
す
る
「
現
代
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
の

時
代
に
不
釣
り
合
い
な
理
想
像
、
規
範
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ

う
し
た
理
念
が
構
想
さ
れ
た
背
景
と
し
て
は
、
労
使
対
立
に
み
ら

れ
る
よ
う
に
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
編
集
者
の
立
場
が
出
版
人
に

依
存
し
、
社
会
的
地
位
を
十
分
に
確
立
し
て
い
な
か
っ
た
時
代
状

況
を
反
映
し
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
出
版
人
と

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
編
集
者
の
役
割
を
同
一
人
物
が
兼
ね
て
い
た

状
況
が
依
然
と
し
て
残
っ
て
い
た
な
ら
ば
、
そ
う
し
た
現
実
に
も

対
応
し
た
も
の
だ
っ
た
と
評
価
で
き
る
。

　

次
に
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
の
理
論
の
な
か
で
、
大
衆
化
し
た
言
論
空

間
に
対
応
し
よ
う
と
す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
理
念
、
実
践
知
が
見

ら
れ
る
こ
と
も
指
摘
し
た
い
。
そ
れ
は
ま
ず
、
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
へ
の
順
応
で
あ
る
。
ヴ
ァ
イ
マ
ル
時
代
は
、
街
頭
販
売
を

主
と
し
、
大
き
な
見
出
し
を
特
徴
と
す
る
ブ
ー
ル
バ
ー
ル
新
聞
と

総
称
さ
れ
る
新
聞
が
ベ
ル
リ
ン
を
中
心
に
全
盛
期
を
迎
え
た
。
前

世
紀
か
ら
発
展
し
た
ゲ
ネ
ラ
ル
ア
ン
ツ
ァ
イ
ガ
ー
も
加
え
た
こ
れ

ら
の
新
聞
は
、
一
般
に
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
報
道
を
特
徴
と
し
て
い

る
（
（10
（

。
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
に
と
っ
て
、

英
米
系
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
同
義
で
あ
り
、
一
九
二
〇
年
代
後

半
に
は
裁
判
報
道
に
お
け
る
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
抑
制
の
た

め
の
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
た

（
（10
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
同
時
期

に
一
定
程
度
、
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
入
れ
る
よ
う
に
提
案
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
は
、
一
九
二
八
年
の
夏
に
、

中
央
党
の
新
聞
に
関
す
る
意
見
書
を
作
っ
て
い
る

（
（10
（

。
こ
れ
は
同
年

九
月
に
行
わ
れ
る
ア
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
で
行
わ
れ
る
中
央
党
大
会
で

の
演
説
の
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
同
じ
テ
ー
マ
で
ド
ヴ
ィ
フ
ァ

ト
は
さ
ら
に
カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
週
刊
誌
『
新
帝
国
』
に
記
事
を
複

数
回
寄
稿
し
て
い
る

（
（10
（

。
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
の
提
案
は
、
次
の
四
点
に

ま
と
め
ら
れ
る
。
ま
ず
第
一
に
、
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
の
導
入
で
あ

る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
の
手
法
を
使
う
共
産

党
系
、
ナ
チ
党
系
の
新
聞
に
加
え
、
ベ
ル
リ
ン
の
ブ
ー
ル
バ
ー
ル

新
聞
が
成
功
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
新
聞
が
競
争
に
お
い
て
厳
し

い
立
場
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
を
あ
げ
る
。
し
か
し
セ
ン
セ
ー
シ

ョ
ン
を
悪
い
意
味
で
使
う
の
で
は
な
く
、
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
の
言
葉

で
は
、「
同
じ
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
の
素
材
」
を
「
生
活
の
別
の
極

八
九
二
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か
ら
考
察
し
て
」、
つ
ま
り
、
別
の
側
面
か
ら
使
う
よ
う
に
求
め

る
（
（11
（

。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
こ
う
し
た
新
聞
改
革
に
関
す
る
提

言
に
、
中
央
党
員
の
立
場
と
い
う
政
党
政
治
の
枠
組
み
を
超
え
た
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
も
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ド

ヴ
ィ
フ
ァ
ト
と
っ
て
、「
無
作
法
な
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
と
露
骨
な

セ
ク
シ
ャ
リ
ズ
ム
を
廃
し
て
ど
の
よ
う
に
大
衆
新
聞
を
育
て
ら
れ

る
の
か
と
い
う
や
っ
か
い
な
問
題
は
、
中
央
党
の
新
聞
だ
け
で
は

な
く
、
す
べ
て
の
陣
営
の
ま
じ
め
な
信
条
新
聞die ernste Ge-

sinnungspresse

が
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
」
だ
っ

た
（
（11
（

。
二
つ
目
は
新
聞
の
経
営
面
へ
の
配
慮
で
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
新

聞
が
、
こ
れ
ま
で
利
潤
を
宣
伝
網
の
形
成
や
独
自
の
販
売
シ
ス
テ

ム
の
構
築
に
利
用
し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
三
つ

目
に
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
な
い
し
は
中
央
党
支
持
者
以
外
の
読
者
の

開
拓
の
必
要
が
説
か
れ
る
。
最
後
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
養
成
と
中

央
党
か
ら
の
新
聞
の
一
定
の
独
立
が
求
め
ら
れ
る
。「
カ
ト
リ
ッ

ク
新
聞
の
生
涯
の
使
命
」
と
題
さ
れ
た
論
考
で
、
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト

は
自
由
主
義
系
の
新
聞
に
優
れ
た
書
き
手
が
多
い
理
由
を
そ
の
自

由
に
求
め
る
。
対
し
て
中
央
党
の
新
聞
へ
の
介
入
は
多
す
ぎ
る
と

苦
言
を
呈
し
て
お
り
、
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
は
党
の
機
関
紙
で
は
な
く
、

カ
ト
リ
ッ
ク
系
新
聞
と
い
う
政
論
新
聞
を
望
ま
し
い
形
態
と
理
解

し
て
い
る
点
で
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
独
立
性
を
重
視
す
る
立
場

と
言
え
る

（
（11
（

。
カ
ト
リ
ッ
ク
系
新
聞
の
歴
史
を
研
究
し
た
シ
ュ
モ
ル

ケ
は
、
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
の
提
案
を
、
同
時
代
の
党
員
よ
り
も
明
ら

か
に
現
代
的
で
あ
る
と
位
置
づ
け
て
い
る

（
（11
（

。
た
だ
し
、
筆
者
の
見

る
と
こ
ろ
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
は
「
大
衆
化
」、「
大
衆
」
と
い
う
現
象

に
つ
ね
に
前
向
き
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
に
よ

れ
ば
、「
カ
ト
リ
ッ
ク
新
聞
」
は
、「
人
々
の
大
衆
化
と
魂
の
画
一

化
に
対
抗
す
る
最
も
強
力
な
手
段
の
一
つ
」
で
な
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
の
新
聞
が
民
衆
を
指
導
す
る
と
い
う

繰
り
返
し
見
ら
れ
る
主
張
に
も
現
れ
て
い
る
よ
う
に
、
一
定
の
不

信
感
や
懐
疑
が
伴
う
も
の
で
あ
っ
た

（
（11
（

。

　

こ
う
し
た
「
大
衆
化
」
へ
の
順
応
は
、
彼
の
新
聞
の
類
型
論
に

も
見
ら
れ
る
。
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
は
、
一
九
二
五
年
の
自
著
『
新

聞
』
に
お
い
て
、
利
潤
を
主
要
な
目
的
と
し
た
新
聞
を
「
商
業
新

聞
」
と
位
置
づ
け
、
そ
の
一
つ
の
形
態
と
し
て
、
ゲ
ネ
ラ
ル
ア
ン

ツ
ァ
イ
ガ
ー
を
あ
げ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
加
え
、
異
業
種
か
ら
新

聞
経
営
に
参
画
す
る
シ
ュ
テ
ィ
ン
ネ
ス
や
フ
ー
ゲ
ン
ベ
ル
ク
傘
下

の
新
聞
を
「
利
益
新
聞Interessenzeitung

」
と
し
、
そ
れ
が

「
意
見
表
明
の
自
由
」
を
脅
か
す
も
の
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
た

（
（11
（

。

し
か
し
な
が
ら
こ
う
し
た
「
商
業
新
聞
」
へ
の
警
戒
は
時
代
と
と

も
に
弱
ま
り
、
新
し
い
新
聞
形
態
に
一
定
の
好
意
的
評
価
を
与
え

る
よ
う
に
変
化
す
る
。
一
九
四
〇
年
の
『
新
聞
学
ハ
ン
ド
ブ
ッ

九
九
二
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ク
』
の
「
ゲ
ネ
ラ
ル
ア
ン
ツ
ァ
イ
ガ
ー

（
（11
（

」
の
記
事
で
は
、
そ
れ
は
、

「
乗
り
越
え
ら
れ
た
ド
イ
ツ
の
大
衆
紙
の
名
称
」
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
、
一
八
七
〇
年
代
か
ら
一
九
〇
〇
年
に
か
け
て
最
盛
期
を

迎
え
た
が
、
当
初
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
異
な
り
、
政
治
的
傾
向
を
持

つ
よ
う
に
な
る
な
ど
、
別
の
タ
イ
プ
の
新
聞
形
態
へ
と
移
っ
た
と

す
る

（
（11
（

。
同
書
の
「
ブ
ー
ル
バ
ー
ル
新
聞

（
（11
（

」
の
項
目
に
も
、
肯
定
的

な
記
述
が
み
ら
れ
る
。
ブ
ー
ル
バ
ー
ル
新
聞
の
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン

報
道
や
競
争
の
激
化
な
ど
は
否
定
的
に
と
ら
え
な
が
ら
も
、
ド
ヴ

ィ
フ
ァ
ト
に
よ
れ
ば
報
道
内
容
の
「
多
様
性
や
生
活
へ
の
近
さ
」

な
ど
、「
新
聞
全
体
に
と
っ
て
、
よ
り
前
へ
と
駆
り
立
て
る
刺

激
」
が
そ
こ
か
ら
来
る
と
述
べ
て
該
当
の
項
目
を
終
え
て
い
る
の

で
あ
る

（
（11
（

。
こ
の
よ
う
に
、
彼
の
「
大
衆
化
」
へ
の
態
度
は
、
そ
れ

を
歓
迎
す
る
態
度
と
そ
れ
へ
の
嫌
悪
、
警
戒
の
両
方
が
混
在
す
る

ア
ン
ヴ
ィ
ヴ
ァ
レ
ン
ト
な
も
の
だ
っ
た
。

　
「
ア
メ
リ
カ
化
」
に
対
し
て
批
判
的
に
対
峙
し
つ
つ
も
、
英
米

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
一
定
の
受
容
が
見
ら
れ
る
の
も
事
実
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
報
道
の
あ
り
方
に
関
す
る
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
の
見
解
か
ら

読
み
取
れ
る
。
確
か
に
『
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
』
で
は
、

調
査
報
道
や
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
の
先
駆
者
と
な
っ
た
ア
プ
ト
ン
・

シ
ン
ク
レ
ア
を
「
真
実
の
た
め
に
不
正
」
を
し
た
人
物
と
し
、
そ

の
書
物
を
「
ア
メ
リ
カ
の
新
聞
の
特
性
上
の
欠
点
」
を
認
識
す
る

上
で
貴
重
だ
と
皮
肉
る

（
（12
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
業
界
誌
の
『
ド
イ
ツ

新
聞
』
に
寄
せ
た
論
考
で
は
、
ア
メ
リ
カ
式
の
調
査
報
道
が
重
要

で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
一
九
二
九
年
の
真
冬
に
ベ
ル
リ
ン
で

は
石
炭
不
足
と
な
っ
た
が
、
新
聞
が
石
炭
の
運
搬
業
者
と
販
売
業

者
の
相
互
に
矛
盾
す
る
主
張
を
無
批
判
に
そ
の
ま
ま
報
道
し
た
姿

勢
に
疑
問
を
投
げ
か
け
る
。
そ
し
て
「
ア
メ
リ
カ
式
の
ル
ポ
ル

タ
ー
ジ
ュ
の
原
則
を
す
べ
か
ら
く
ド
イ
ツ
の
新
聞
に
薦
め
る
と
い

う
危
険
を
お
か
す
つ
も
り
は
な
い
」
と
し
な
が
ら
も
、
ア
メ
リ
カ

か
ら
学
び
、「
ア
メ
リ
カ
的
」
に
当
事
者
の
主
張
を
「
ル
ポ
ル

タ
ー
ジ
ュ
の
ス
タ
ッ
フ
を
投
入
す
る
こ
と
で
徹
底
的
に
容
赦
な
く

検
証
す
る
こ
と
」
を
提
案
し
て
い
る

（
（12
（

。
こ
こ
に
は
、
報
道
に
お
け

る
調
査
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
て
い
る
。
第
二
次
大
戦
前
・
後
を

通
じ
て
ド
イ
ツ
の
東
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
の
新
聞
を
研
究
し
た

マ
イ
ア
ー
は
、
新
聞
の
「
現
代
性
」
の
指
標
と
し
て
、
ニ
ュ
ー
ス

と
意
見
の
紙
面
で
の
区
別
以
外
に
、
ニ
ュ
ー
ス
と
娯
楽
欄
、
地
域

報
道
、
超
地
域
的
な
出
来
事
の
背
景
に
関
す
る
報
道
の
存
在
、
政

党
か
ら
独
立
し
て
市
場
の
原
理
の
み
に
服
し
て
い
る
こ
と
、
特
定

の
集
団
を
排
除
す
る
こ
と
な
く
、
一
般
読
者
の
志
向
に
配
慮
す
る

こ
と
な
ど
を
挙
げ
て
い
る

（
（12
（

。
本
節
で
見
て
き
た
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
の

新
聞
改
革
の
提
言
や
新
聞
類
型
の
評
価
な
ど
に
、
こ
れ
ら
の
特
徴

を
見
る
こ
と
は
難
し
く
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
の

〇
〇
三



ヴ
ァ
イ
マ
ル
期
・
ナ
チ
期
に
お
け
る
エ
ミ
ー
ル
・
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
の
新
聞
学

）

二
五　
（

実
践
知
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
が
ア
メ
リ
カ
の
そ
れ
と
の
比
較
を

通
じ
て
作
ら
れ
、
現
代
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
時
代
に
対
応
す
る
柔

軟
性
を
一
定
程
度
有
し
て
い
た
こ
と
は
、
明
記
し
て
お
き
た
い
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
の
新
聞
学
の
理
論
が
生
ま
れ
た
歴

史
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
確
認
し
な
が
ら
、
現
実
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
の
在
り
方
と
の
関
係
を
検
討
し
て
き
た
。
最
後
に
ド
ヴ
ィ
フ
ァ

ト
の
新
聞
学
を
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
史
に
位
置
づ
け
て
み
た
い
。
ド

ヴ
ィ
フ
ァ
ト
は
、
指
導
的
な
「
プ
ブ
リ
ツ
ィ
ス
ト
」
を
中
心
に
据

え
る
職
業
像
を
新
聞
学
理
念
の
中
心
に
据
え
て
い
た
。
そ
れ
は
、

高
い
倫
理
観
や
使
命
感
を
要
求
す
る
も
の
で
、
現
実
の
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
の
仕
事
や
実
態
と
合
致
し
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
あ
っ
た

だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
理
念
や
理
想
を
単
な
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し

て
片
付
け
る
こ
と
は
簡
単
だ
が
、
新
聞
学
が
生
ま
れ
た
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
史
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ

れ
は
、
新
聞
学
を
取
り
巻
く
ア
ク
タ
ー
と
の
複
雑
な
関
係
で
あ
り
、

具
体
的
に
は
緊
張
関
係
だ
っ
た
。
資
金
面
で
依
存
す
る
業
界
団
体

に
は
、
自
身
の
研
究
が
「
実
践
」
に
も
有
用
で
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
た
が
、
現
場
と
い
う
意
味
で
の
「
実
践
」
と
の
適
度
な
距
離

の
取
り
方
は
、
第
二
帝
政
期
か
ら
続
く
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
側
の
要

請
で
も
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
大
学
で
の
教
育
は
、
業
種
の
地
位
向

上
に
資
す
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
、
業
界
と
の
交
流
も
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
養
成
を

大
学
で
独
占
す
る
こ
と
は
、
現
場
の
軽
視
や
自
由
な
職
業
へ
の
参

入
を
妨
げ
る
と
い
う
誹
り
を
受
け
る
可
能
性
も
あ
り
、
対
象
を
将

来
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
限
定
し
な
い
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
教
育
を

施
す
こ
と
が
謳
わ
れ
て
い
た
。
実
務
を
重
視
し
た
職
業
訓
練
に
近

い
養
成
教
育
は
、
ア
メ
リ
カ
式
と
い
う
懸
念
を
招
く
可
能
性
も
あ

り
、
業
界
関
係
者
を
交
え
な
が
ら
も
、
ド
イ
ツ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
の
特
性
と
倫
理
的
要
請
に
応
え
る
職
業
教
育
が
模
索
さ
れ
て
い

た
。
そ
れ
は
、
具
体
的
に
は
、「
公
的
使
命
」
の
強
調
や
業
界
の

安
定
と
地
位
向
上
の
た
め
の
職
業
観
の
啓
蒙
の
よ
う
に
、
き
わ
め

て
規
範
的
な
性
格
の
も
の
で
あ
り
、
新
聞
学
が
そ
う
し
た
理
論
と

理
念
を
提
供
し
た
。
こ
う
し
た
ド
イ
ツ
独
自
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

教
育
と
い
う
あ
り
方
は
、
新
聞
学
の
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
と
し
て
の
独

自
性
、
正
当
性
を
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
に
示
す
必
要
か
ら
も
都
合
が
よ

か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
新
聞
学
の
理
論
や
学
問
的
営
み
に
は
、

ヴ
ァ
イ
マ
ル
時
代
の
新
聞
業
界
の
置
か
れ
た
状
況
が
影
を
落
と
し

て
い
た
。
た
だ
し
、
新
聞
学
を
単
に
職
能
利
害
の
代
弁
と
し
て
見

る
こ
と
は
誤
り
で
あ
る
。
新
聞
学
が
「
職
能
身
分
政
治
」
と
呼
ば

れ
る
な
ら
、
そ
の
「
職
能
身
分
」
な
る
も
の
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

一
〇
三



史
　
　
　
学

　
第
九
三
巻

　
第
四
号

）

二
六　
（

ト
・
編
集
者
と
い
う
確
固
と
し
た
存
在
で
は
な
く
、
理
念
に
お
い

て
も
継
続
教
育
の
場
合
に
見
た
よ
う
に
現
実
に
お
い
て
も
出
版
人

を
含
ん
で
い
た
。
こ
の
点
で
、
彼
は
「
プ
ブ
リ
ツ
ィ
ス
ト
」
像
に

合
致
す
る
教
育
実
践
を
し
て
い
た
と
言
え
る
。
こ
う
し
た
職
業
像

を
、
出
版
人
の
自
尊
心
も
満
た
す
理
想
像
を
提
唱
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
編
集
者
の
弱
さ
と
解
す
る
べ
き
か
、

そ
れ
と
も
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
編
集
者
と
出
版
人
を
一
人
の
人
物

が
兼
ね
て
い
る
地
方
紙
の
現
実
を
反
映
し
た
も
の
と
す
べ
き
か
は
、

定
か
で
は
な
い
が
、
地
域
差
と
様
々
な
利
害
関
心
を
包
摂
し
、
専

門
職
化
の
途
上
に
あ
っ
た
ヴ
ァ
イ
マ
ル
・
ナ
チ
時
代
の
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
の
営
み
を
抜
き
に
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
彼
の
新
聞
学

は
ナ
チ
党
の
メ
デ
ィ
ア
観
に
親
和
的
で
あ
り
、
理
念
と
し
て
だ
け

見
れ
ば
、
彼
は
ナ
チ
ズ
ム
に
順
応
し
た
と
評
価
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

こ
の
よ
う
な
点
で
、
ナ
チ
支
配
へ
の
理
論
的
な
支
柱
を
ド
ヴ
ィ
フ

ァ
ト
の
新
聞
学
が
提
供
し
た
こ
と
の
社
会
的
意
味
は
も
ち
ろ
ん
軽

視
で
き
な
い
。
そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
た
上
で
、

戦
前
の
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
を
ど
の
よ
う
に
評

価
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
同
時
代
の
大
衆

社
会
の
要
請
に
適
応
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論

が
見
ら
れ
た
。
本
稿
で
は
扱
え
な
か
っ
た
が
、
英
米
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
へ
の
対
決
と
そ
れ
へ
の
冷
め
た
認
識
も
持
ち
合
わ
せ
て
お
り
、

ヴ
ァ
イ
マ
ル
時
代
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
ど
の
よ
う
な
発
展
可
能

性
が
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
点
で
示
唆
に
富
む
。
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト

の
試
み
は
、
大
衆
化
の
時
代
に
不
釣
り
合
い
な
「
プ
ブ
リ
ツ
ィ
ス

ト
」
の
理
想
像
を
掲
げ
な
が
ら
も
、
現
代
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
実

践
知
を
築
こ
う
と
す
る
も
の
だ
っ
た
。
そ
う
し
た
時
代
性
の
異
な

る
要
素
の
混
在
が
、
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
の
新
聞
学
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
論
の
特
徴
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
が
第
二
次
大
戦
後
も
キ
ャ
リ
ア
を
継

続
し
た
こ
と
と
、
そ
の
意
味
を
展
望
し
て
お
き
た
い
。
第
二
次
大

戦
後
、
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
は
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
（
の
ち
の
フ
ン
ボ
ル

ト
大
学
）
の
あ
る
東
側
地
区
か
ら
西
側
地
区
に
移
住
し
、
一
九
四

八
年
に
ベ
ル
リ
ン
自
由
大
学
公
示
学
研
究
所
の
正
教
授
の
資
格
を

得
る
こ
と
に
な
る
。
一
九
六
一
年
ま
で
、
大
学
で
教
鞭
を
と
る
傍

ら
、
内
外
で
熱
心
に
活
動
し
た
。
北
西
ド
イ
ツ
放
送
の
委
員
や
一

九
五
六
年
に
設
立
さ
れ
た
業
界
に
よ
る
自
主
監
視
機
関
の
プ
レ
ス

評
議
会D

eutscher Presserat

の
委
員
な
ど
も
歴
任
し
て
い
る
。

一
九
五
七
年
に
は
、
学
会
誌
『
公
示
学
』
の
創
刊
に
尽
力
し
、
こ

れ
は
現
在
ま
で
刊
行
が
続
く
、
重
要
な
学
術
誌
で
あ
る

（
（12
（

。
ド
ヴ
ィ

フ
ァ
ト
は
、
文
字
通
り
学
会
、
業
界
の
重
鎮
で
あ
っ
た
と
言
っ
て

良
い
だ
ろ
う
。
筆
者
は
、
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
は
、
ア

カ
デ
ミ
ズ
ム
の
連
続
面
だ
け
で
は
な
い
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
実

二
〇
三



ヴ
ァ
イ
マ
ル
期
・
ナ
チ
期
に
お
け
る
エ
ミ
ー
ル
・
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
の
新
聞
学

）

二
七　
（

践
に
と
っ
て
も
少
な
く
な
い
意
味
を
持
っ
た
の
だ
と
考
え
て
い
る
。

す
で
に
み
た
よ
う
に
、
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
は
、
戦
前
・
戦
後
を
通
じ

て
「
プ
ブ
リ
ツ
ィ
ス
ト
」
と
い
う
言
葉
で
も
っ
て
、
報
道
に
携
わ

る
者
に
高
い
倫
理
的
、
政
治
的
資
質
を
期
待
し
続
け
て
い
た
。
こ

う
し
た
主
張
と
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
、

才
能
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
職
業
観
、
そ
し
て
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

個
人
の
政
治
的
信
条
を
重
視
す
る
「
意
見
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
へ

の
志
向
は
、
業
界
に
お
い
て
長
く
維
持
さ
れ
る
の
も
事
実
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
業
界
団
体

ド
イ
ツ
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
連
盟
の
機
関
誌
『
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
』
の
一
九
六
六
年
四
月
号
に
は
、
目
指
す
べ
き
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
像
」
と
し
て
「
特
別
な
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
的
才
能
」「
自
ら

の
意
見
を
持
つ
勇
気
」
と
い
う
言
葉
が
見
ら
れ
る

（
（12
（

。
周
知
の
と
お

り
、
第
二
次
大
戦
直
後
、
ド
イ
ツ
は
連
合
国
に
よ
る
分
割
統
治
を

受
け
て
い
る
。
そ
の
際
、
特
に
英
米
占
領
地
域
に
お
け
る
新
聞
政

策
の
基
本
的
ポ
リ
シ
ー
は
、
政
論
中
心
で
ニ
ュ
ー
ス
（
情
報
）
と

意
見
を
分
離
し
な
い
と
見
な
さ
れ
た
ド
イ
ツ
的
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

を
、
ナ
チ
ズ
ム
の
温
床
と
し
て
改
革
す
る
こ
と
に
あ
っ
た

（
（12
（

。
こ
う

し
た
、
第
二
次
大
戦
後
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
史
と
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
、

業
界
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
る
こ
と
に
し
た
い
。

（
＊
本
稿
は
、
二
〇
一
九
～
二
〇
二
一
年
度
の
慶
應
義
塾
一
貫
校

三
〇
三

教
員
長
期
国
外
研
修
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。）

註（
1
）　M

anfred Rühl, Journalism
us und G

esellschaft: B
e-

standsaufnahm
e und T

heorieentw
urf, M

ainz, 1980, S. 25-
41.

（
2
）　Ebd., S. 34.

（
3
）　Ebd., S. 33-39.

（
4
）　A

chim
 Baum

, Journalistisches H
andeln: E

ine kom
-

m
unikationstheoretisch begründete K

ritik der Journalis-
m

usforschung, W
iesbaden, 1994, S. 127-131; M

artin 
Löffelholz, Liane Rothenberger 

（H
rsg.

）, H
andbuch Jour-

nalism
ustheorien, W

iesbaden, 2016, S. 34. 

（
5
）　K

urt K
oszyk, G

eschichte der deutschen Presse, Bd. 
II-IV

, Berlin, 1966-1986.

（
6
）　

代
表
的
な
研
究
は
以
下
を
参
照
。Jam

es Retallack, 

“From
 

Pariah to Professional ? T
he Journalist in Germ

an Soci-
ety and Politics, from

 the Late Enlightenm
ent to the 

Rise of H
itler

”, in: G
erm

an Studies R
eview

, vol. 16, no. 2, 
1993, pp. 175–223; A

rnulf K
utsch, Journalism

us als Pro-
fession. Ü

berlegungen zum
 Beginn des journalistischen 

Professionalisierungsprozesses in D
eutschland am

 A
n-

fang des 20. Jahrhunderts, in: A
strid Blom

e, H
olger 

Böning 

（H
rsg.

）, Presse und G
eschichte. Leistungen und 

Perspektiven der historischen Presseforschung, Brem
en, 

2008, S. 289–325.



史
　
　
　
学

　
第
九
三
巻

　
第
四
号

）

二
八　
（
四
〇
三

（
7
）　Jörg Requate, Journalism

us als Beruf 

（K
ritische Stu-

dien zur G
eschichtsw

issenschaft 109

）, Göttingen, 1995, S. 
11. 

（
8
）　

ヴ
ァ
イ
シ
ェ
ン
ベ
ル
ク
は
こ
れ
ら
の
分
析
対
象
を
同
心
円
状
の

モ
デ
ル
で
表
記
し
、
自
ら
「
タ
マ
ネ
ギ
モ
デ
ル
」
と
命
名
し
て
い

る
。Siegfried W

eischenberg, Journalistik ‒T
heorie und 

Praxis aktueller M
edienkom

m
unikation‒ Band 1: M

edi-
ensystem

e, M
edienethik, M

edieninstitutionen, 2. A
uflage, 

W
iesbaden, 1998, S. 69-71.

（
9
）　H

einz Pürer, Publizistik-und K
om

m
unikationsw

issen-
schaft, 2. A

ufl., M
ünchen, 2014, S. 169; Löffelholz, Rothen-

berger, a.a.O
., S. 33-38. 

（
10
）　

佐
藤
卓
己
「
第
三
帝
国
に
お
け
る
メ
デ
ィ
ア
学
の
革
新　

ハ
ン

ス
・
Ａ
・
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
の
場
合
」、『
思
想
』 （
八
三
三
）、 

一
九

九
三
年
、
一
七
二
―
一
九
七
頁
。
佐
藤
卓
己
『
フ
ァ
シ
ス
ト
的
公

共
性　

総
力
戦
体
制
の
メ
デ
ィ
ア
学
』
岩
波
書
店
、
二
○
一
八
年
。
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ョ
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, Berlin, 1967, ders., Zeitung-

slehre II. Band, R
edaktion, die Sparten, V

erlag und V
er-

trieb, W
irtschaft und T

echnik, Sicherung der öffentlichen 
A

ufgabe, 1967

）。
な
お
、
吉
田
に
よ
る
邦
訳
の
タ
イ
ト
ル
に
あ

る
『
新
聞
学
』
の
原
語Zeitungslehre

は
、
本
稿
で
は
『
新
聞
学

説
』
と
訳
出
す
る
。

（
12
）　

ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
の
研
究
に
つ
い
て
は
多
数
あ
る
が
、
特
に
重
要

な
以
下
を
参
照
。K

laus-U
lrich Benedikt, E

m
il D

ovifat: ein 
katholischer H

ochschullehrer und Publizist, M
ainz, 1986; 

Bernd Sösem
ann （H

rsg.

） Em
il D

ovifat: Studien und D
o-

kum
ente zu Leben und W

erk, Berlin, N
ew

 Y
ork, 1998. 

後

者
は
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
の
刊
行
史
料
を
含
む
。

（
13
）　

ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
を
扱
っ
た
近
年
の
研
究
と
し
て
は
、
次
の
二
つ

が
あ
げ
ら
れ
る
。Erik K

oenen, Juliane Pfeiffer, D
ovifats 

D
ias, H

istorische Perspektiven der W
issenschaftskom

-
m

unikation der K
om

m
unikationsw

issenschaft, in: Pub-
lizistik 65

（4

）, 2020, S. 523–543; Juliane Pfeiffer, 
N

icht-W
issen oder N

icht W
issen-W

ollen ? D
ie A

usein-
andersetzung m

it der N
S-V

ergangenheit Em
il D

ovifats 
am

 B
erliner Institut für Publizistik in den „langen 

Sechzigerjahren

“, in: M
aria Löblich, N

iklas V
enem

a 

（H
rsg.

）, „R
egierungszeit des M

ittelbaus

“ ? A
nnäherungen 

an die Berliner Publizistikw
issenschaft nach der Studen-

tenbew
egung, K

öln, 2020, S. 396-432. 

後
者
は
、
ド
ヴ
ィ
フ
ァ

ト
お
よ
び
戦
後
の
ベ
ル
リ
ン
自
由
大
学
の
過
去
と
の
対
決
を
そ
の

テ
ー
マ
と
し
て
い
る
。

（
14
）　

以
下
の
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
の
経
歴
に
つ
い
て
は
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
を



ヴ
ァ
イ
マ
ル
期
・
ナ
チ
期
に
お
け
る
エ
ミ
ー
ル
・
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
の
新
聞
学

）

二
九　
（
五
〇
三

参
照
。Benedikt, a.a.O

., S. 1-10. 

ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
は
同
書
で
詳

細
な
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
の
著
作
リ
ス
ト
を
掲
載
し
て
お
り
、
本
稿
で

扱
う
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
関
連
の
史
料
に
つ
い
て
は
、
お
も
に
こ
れ
を

参
考
に
収
集
し
た
も
の
で
あ
る
。Ebd., X

X
X

IV
-LX

V
.

（
15
）　
「
新
聞
学
」
と
い
う
語
が
定
着
す
る
前
に
使
わ
れ
て
い
た
「
新

聞
誌
」
の
訳
語
は
、
前
掲
の
佐
藤
論
文
（
一
九
九
三
）
に
依
拠
し

て
い
る
。「
新
聞
誌
」
は
、
新
聞
に
関
す
る
知
と
い
う
意
味
と
、

「
新
聞
学
」
と
同
様
に
学
問
分
野
の
名
称
と
し
て
も
使
用
さ
れ
た
。

（
16
）　Benedikt, a.a.O

., S. 44ff.

（
17
）　Ebd., S. 46-52. 
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
編
集
者
及
び
出
版
人
双

方
の
業
界
団
体
の
活
動
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
以
下
を
参
照
。Ru-

dolf Stöber, P
ressefreiheit und V

erbandsinteresse: die 
R

echtspolitik des „R
eichsverbands der deutschen Presse

“ 
und des „V

ereins D
eutscher Zeitungs-V

erleger

“ während 
der W

eim
arer R

epublik, Berlin, 1992.

（
18
）　
「
ベ
ル
リ
ン
研
究
所
」
に
つ
い
て
詳
し
く
は
以
下
を
参
照
。

Joachim
 H

euser, Zeitungsw
issenschaft als Standespolitik 

M
artin M

ohr und das „D
etusche Institut für Zeitung-

skunde

“ in Berlin, M
ünster, 1994.

（
19
）　Ebd., S. 200-204.

（
20
）　Em

il D
ovifat, W

ege und Ziele der zeitungsw
issen-

schaftlichen A
rbeit 

（A
ntrittsvorlesung 9. N

ov. 1928

） 
1929, in: Sösem

ann, a.a.O
., S. 464-477 （D

okum
ent 8

）.

（
21
）　Ebd., S. 474.

（
22
）　Benedikt, a.a.O

., S. 111.

（
23
）　D

ovifat, W
ege und Ziele, a.a.O

., S. 477.

こ
う
し
た
「
実

践
」
重
視
の
姿
勢
は
、
対
外
的
に
謳
わ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
関
係

者
の
み
の
閉
じ
た
会
合
で
も
強
調
さ
れ
て
い
た
。
一
九
三
五
年
に

「
新
聞
学
の
た
め
の
ド
イ
ツ
協
会
」（D

GZW

）
の
会
合
で
は
、
研

究
所
の
名
称
変
更
が
議
論
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
議
事
録
に
「
学

問
と
実
践
の
共
同
と
い
う
共
通
の
考
え
が
は
じ
め
て
新
聞
誌
の
た

め
の
ド
イ
ツ
研
究
所
で
実
施
さ
れ
た
」
と
い
う
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
の

言
葉
が
残
っ
て
い
る
。Bundesarchiv K

oblenz, BA
 K

oblenz 
R21/11043, S. 4, Bl. 80. 

ド
イ
ツ
連
邦
文
書
館
（
コ
ブ
レ
ン
ツ
）。

（
24
）　Em

il D
ovifat, U

nser N
achw

uchs und die O
rganisa-

tion, in: D
eutsche Presse 10, N

r. 21, 1922, S. 1-3, S. 3.

（
25
）　Em

il D
ovifat, D

er Journalist 

（M
erkblatt für Berufs-

beratung der D
eutschen Zentralstelle für Berufsbera-

tung der A
kadem

iker e. V
.

）, Berlin, 1926. 

な
お
こ
の
史
料

に
は
頁
表
記
が
な
い
。
ド
イ
ツ
の
見
習
い
制
度
の
歴
史
に
つ
い
て

は
、
長
ら
く
包
括
的
な
研
究
が
な
か
っ
た
が
、
以
下
の
先
駆
的
研

究
が
近
年
発
表
さ
れ
た
。N

iklas V
enem

a, D
as V

olontariat: 
E

ine G
eschichte des Journalism

us als A
useinander-

setzung um
 seine A

usbildung （1870-1990

）, K
öln, 2023.

（
26
）　D

ovifat, U
nser N

achw
uchs und die O

rganisation, 
a.a.O

., S. 3.

（
27
）　

例
え
ば
一
九
二
〇
年
の
ラ
イ
ヒ
連
盟
作
成
の
労
働
契
約
案
（Re-

ichstarifentw
urf

）
六
条
に
は
、
編
集
部
の
規
模
に
よ
り
、
何
人

ま
で
見
習
い
生
を
雇
用
で
き
る
の
か
を
定
め
た
文
言
が
あ
る
。
こ

ち
ら
の
規
定
を
含
む
協
定
案
を
出
版
人
側
は
受
け
入
れ
な
か
っ
た
。

M
arie M

atthies, Journalisten in eigener Sache: Zur G
es-

chichte des R
eichsverbandes der deutschen Presse, 1969, 
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S. 157, 

§ 6, S. 28-29.
（
28
）　D

ovifat, D
er Journalist, a.a.O

.. 

紙
幅
の
関
係
か
ら
す
べ
て

を
記
せ
な
い
が
、「
才
能
」
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
ド
ヴ
ィ
フ
ァ

ト
の
他
の
論
考
は
、
以
下
を
参
照
。Em

il D
ovifat, D

ie Schule 
der Praxis, in: Zeitungs-V

erlag, N
r. 52, 1929, S. 2481-

2484; ders., Persönlichkeiten. Zum
 M

einungsaustausch 
über den N

achw
uchs, in: Zeitungs-V

erlag, N
r. 24, 1930, S. 

997-1000.

（
29
）　Pürer, a.a.O

., S. 169.

（
30
）　H

euser, a.a.O
., S. 33-34.

（
31
）　Siegfried H

. M
ohm

, D
ie A

usbildung des Journalisten-
nachw

uchs in D
eutschland, Problem

atik und historische 
E

ntw
icklung der A

usbildungsm
öglichkeiten für Journal-

isten in D
eutschland, N

ürnberg, 1963, S. 27.

（
32
）　Petra K

lein, D
ie Position der Zeitungsverleger und- 

redakteure zur Journalistenausbildung zw
ischen Jahrhun-

dertw
ende und E

rstem
 W

eltkrieg, M
agisterarbeit 

Leipzig, 1997 

（U
nveröffentlicht

）, S. 72-73. 

佐
藤
は
、
ナ
チ

期
に
新
聞
学
が
課
程
認
定
さ
れ
、
そ
れ
を
新
聞
業
界
が
歓
迎
し
た

こ
と
を
も
っ
て
「
彼
ら
の
職
能
利
害
に
と
っ
て
国
家
に
よ
る
専
門

職
認
定
が
如
何
に
待
望
さ
れ
て
い
た
か
を
示
し
て
い
る
」
と
評
し

て
い
る
。
佐
藤
、
前
掲
論
文
（
一
九
九
三
）、
一
七
六
頁
。
し
か
し

な
が
ら
、
課
程
認
定
は
、
ラ
イ
ヒ
連
盟
が
強
制
的
同
質
化
さ
れ
た

後
の
出
来
事
で
あ
る
こ
と
と
、
帝
政
期
に
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
側

が
大
学
と
い
う
国
家
機
関
に
よ
る
教
育
の
一
元
化
に
強
い
警
戒
感

を
抱
い
て
い
た
こ
と
は
考
慮
さ
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。

（
33
）　Em

il D
ovifat, Zeitungsw

issenschaft und journalis-
tische Berufsbildung 

（A
uszüge aus dem

 Referat auf 
dem

 internationalen K
ongreß auf der Pressa in K

öln

） in: 
D

eutsche Presse 18 （1928

）, S. 450-452.

（
34
）　Em

il D
vifat, V

on am
erikanischen Journalistenschule, 

in: D
eutsche Presse 16 （1926

）, N
r. 50/51, S. 26f; ders., D

ie 
journalistische Berufsbildung in D

eutschland und A
m

er-
ika, in: Berliner H

ochschul-N
achrichten, 16. Sem

ester 
H

eft. 4 （Januar 1927

）, S. 29-31.

（
35
）　Em

il D
ovifat, D

er am
erikanische Journalism

us, M
it 

einer D
arstellung der journalistischen B

erufsbildung 
1927, in: Stephan Ruß-M

ohl 

（H
rsg.

）, D
er am

erikanische 
Journalism

us: M
it einer E

inführung „Zeitungsjournalis-
m

us in den U
SA

- E
in R

ückblick auf D
ovifats Frühw

erk

“ 
von Stephan R

uß-M
ohl und Bernd Sösem

ann, Berlin, 
1990

）; Benedikt, a.a.O
., S. 100-103.

（
36
）　D

ovifat, D
er am

erikanische Journalism
us, a.a.O

., S. 
243.

（
37
）　Ebd., S. 212-214. 

「
意
見
闘
争
」
に
つ
い
て
は
他
の
箇
所
に

も
同
様
の
記
述
が
あ
る
。Ebd., S. 238.

（
38
）　

別
府
三
奈
子
『
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
起
源
』、
世
界
思
想
社
、

二
〇
〇
六
年
。

（
39
）　D

ovifat, D
er am

erikanische Journalism
us, a.a.O

., S. 
225, S. 217-228.

（
40
）　Ebd., S. 229.

（
41
）　Ebd., S. 237-243; D

ovifat, D
er Journalist, a.a.O

..
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（
42
）　D

ovifat, D
ie journalistische Berufsbildung in D

eutsch-
land und A

m
erika, a.a.O

., S. 30. 
（
43
）　H

ans-W
olfgang W

olter, G
eneralanzeiger - D

as prag-
m

atische Prinzip: Zur E
ntw

icklungsgeschichte und T
y-

pologie des P
ressew

esens im
 späten 19. Jahrhundert, 

Bohum
, 1981.

（
44
）　Requate, a.a.O

., S. 358. 

（
45
）　Jürgen W

ilke, Standardw
erke oder M

aterialsam
-

m
lung ohne w

issenschaftlichen A
nspruch ? Em

il D
ovifats 

„Zeitungslehre

“ und die Entw
icklung der Zeitungsw

is-
senschaft in D

eutschland, in: Sösem
ann, a.a.O

., S. 267. 

改

訂
に
際
し
て
は
一
九
三
一
年
の
『
新
聞
学
』
で
は
な
く
、
一
九
三

七
年
の
『
新
聞
学
説
』
を
第
一
版
と
数
え
て
い
る
。

（
46
）　

内
容
・
構
成
に
つ
い
て
は
、
大
ま
か
に
い
う
と
『
新
聞
学
』
と

比
べ
て
一
九
三
七
年
の
『
新
聞
学
説
』
と
の
間
に
ま
ず
違
い
が
あ

る
。
そ
の
後
の
版
と
の
比
較
で
は
一
九
六
七
年
版
の
『
新
聞
学

説
』
に
お
い
て
、
や
や
大
き
な
改
訂
が
な
さ
れ
て
い
る
。『
新
聞

学
』
お
よ
び
『
新
聞
学
説
』
の
各
版
の
違
い
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

上
記
の
ヴ
ィ
ル
ケ
の
論
文
に
加
え
、
以
下
も
参
照
。Benedikt, 

a.a.O
., S. 149-156. 

（
47
）　

一
九
五
五
年
版
（
改
訂
第
三
版
）
の
『
新
聞
学
説
』
に
、
新
聞

学
説
と
は
「
方
法
的
に
は
、
一
般
公
示
学
の
一
部
で
あ
る
」
と
あ

る
。Em

il D
ovifat, Zeitungslehre I. Band, T

heoretische 
und rechtliche G

rundlagen, N
achricht und M

einung, 
Sprache und Form

, Berlin, 1955, S. 5. 

な
お
、
こ
の
部
分
は
、

邦
訳
の
あ
る
一
九
六
七
年
版
（
改
訂
第
五
版
）『
新
聞
学
説
』
の
原

文
に
は
な
い
が
、
近
い
表
現
と
し
て
は
、
以
下
の
文
章
が
あ
る
。

「「
新
聞
学
」
は
「
一
般
プ
ブ
リ
ツ
ィ
ス
テ
ィ
ー
ク
学
」
の
一
部
門

で
あ
る
。」
吉
田
、
前
掲
書
、
ⅰ
頁
。

（
48
）　Ebd., S. 22.

な
お
、
こ
の
部
分
は
、
邦
訳
の
あ
る
一
九
六
七
年

版
（
改
訂
第
五
版
）『
新
聞
学
説
』
の
原
文
に
は
な
い
。

（
49
）　Em

il D
ovifat, H

andbuch der Publizistik, Band. 1 A
ll-

gem
eine Publizistik, Berlin, 1968. 

ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
が
責
任
編

集
し
た
三
巻
本
の
一
巻
で
あ
る
が
、
同
書
だ
け
は
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト

単
独
で
の
執
筆
と
な
る
。

（
50
）　H

einz-D
ietrich Fischer 

（H
rsg.

）, D
er Publizist als 

Persönlichkeit, S. 13, in: H
einz-D

ietrich Fischer 

（H
rsg.

）, 
D

eutsche Publizisten des 15. bis 20. Jahrhunderts, Berlin, 
1971, S. 13-34.

（
51
）　Em

il D
ovifat, Zeitungsw

issenschaft II. Band, Prak-
tische Zeitungslehre, 1931. S. 61.

（
52
）　

た
だ
し
、
こ
の
区
分
は
か
な
り
流
動
的
で
、
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
自

身
も
両
者
を
截
然
と
分
け
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
は
、
こ
の
箇
所
で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
新
聞
の
政

治
的
傾
向
を
決
め
る
場
合
に
は
、「
プ
ブ
リ
ツ
ィ
ス
ト
に
な
り
得

る
」
と
記
し
、
さ
ら
に
「
新
聞
の
中
で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ムJour-

nalistik

と
プ
ブ
リ
ツ
ィ
ス
テ
ィ
ク
を
化
学
的chem

isch

に
分
け

る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
記
し
て
い
る
。Ebd., S. 61. 

実
際
、
ド

ヴ
ィ
フ
ァ
ト
の
他
の
論
考
を
見
る
と
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
」
と
い

う
言
葉
は
、
必
ず
し
も
い
つ
も
否
定
的
な
意
味
を
伴
っ
て
い
る
わ

け
で
な
く
、「
編
集
者
」
と
い
う
名
称
と
と
も
に
区
別
な
く
使
わ
れ

て
も
い
る
。
筆
者
は
こ
れ
を
、
彼
の
新
聞
学
を
、
現
代
で
言
う
と
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こ
ろ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
と
し
て
分
析
し
て
良
い
根
拠
と
考
え

て
い
る
。

（
53
）　Lutz H

achm
eister, T

heoretische Publizistik: Studien 
zur G

eschichte der K
om

m
unikationsw

issenschaft in 
D

eutschland, Berlin, 1987, S. 28.

（
54
）　W

eischenberg, a.a.O
., S. 15.

（
55
）　D

ovifat, Zeitungsw
issenschaft II., 1931, a.a.O

., S. 131-
143. 

な
お
、
こ
の
部
分
は
邦
訳
の
あ
る
一
九
六
七
年
版
の
『
新
聞

学
説
』
に
は
な
い
。

（
56
）　Ebd., S. 134-135.

（
57
）　Ebd., S. 137-138.

（
58
）　Ebd., S. 140-142.

（
59
）　

出
版
人
と
新
聞
学
を
含
む
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
と
の
密
接
な
関
係
を

示
す
証
左
と
し
て
、『
新
聞
出
版
』
の
記
念
号
『
新
聞
と
学
問
』
が

あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
ド
イ
ツ
新
聞
出
版
人
協
会
の
年
次
総
会
が
、

一
九
二
九
年
六
月
に
タ
イ
ト
ル
の
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
ハ
イ
デ
ル
ベ

ル
ク
で
行
わ
れ
た
こ
と
を
記
録
し
て
い
る
。
巻
頭
を
飾
る
の
は
、

同
協
会
座
長
の
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ク
ル
ム
ハ
ー
ル
で
あ
る
。
彼
は
、

新
聞
関
係
者
に
必
要
な
才
能
や
彼
ら
を
対
象
と
し
た
大
学
教
育
の

必
要
性
を
力
説
し
て
お
り
、
そ
れ
は
、
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
の
考
え
と

驚
く
ほ
ど
似
て
い
る
。Zeitungs-V

erlag, 1929 

（Sonderheft: 
Zeitung und W

issenschaft

）, S. 1. 

こ
の
記
念
号
に
ド
ヴ
ィ
フ

ァ
ト
が
寄
稿
し
た
論
文
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
註（
66
）を
参
照
。

第
二
次
大
戦
後
の
出
版
人
の
業
界
誌
で
は
、
新
聞
学
と
出
版
人
の

密
接
な
関
係
、
と
く
に
各
地
の
研
究
所
へ
の
資
金
提
供
を
通
じ
た

協
力
関
係
が
回
顧
さ
れ
て
い
る
。
著
者
で
新
聞
学
者
の
ハ
イ
ン

ツ
・
シ
ュ
タ
ル
ク
ラ
は
、「
新
聞
の
出
版
人
は
、
ド
イ
ツ
の
高
等
教

育
に
お
け
る
新
聞
の
学
問
の
価
値
を
、
よ
り
強
力
に
認
め
、
常
に

そ
の
肩
を
も
っ
た
人
々
だ
っ
た
。」
と
記
し
て
い
る
。H

einz 
Starkulla, D

er V
D

ZV
 und die Zeitungsw

issenschaft. Ein 
Rückblick auf sechs Jahrzehnte der Zusam

m
enarbetit, 

in: Zeitungs-V
erlag und Zeitschriften-V

erlag, 1954, S. 
311-313.

（
60
）　H

euser, a.a.O
., S. 396-408, S. 412-422.

（
61
）　

一
九
二
九
年
の
夏
学
期
か
ら
中
級
も
設
置
さ
れ
る
が
、
研
究
所

の
他
の
人
物
が
担
当
し
て
い
る
。

（
62
）　

例
え
ば
一
九
四
三
年
の
冬
学
期
に
は
、
政
治
、
文
化
の
そ
れ
ぞ

れ
の
テ
ー
マ
で
「
編
集
部Schriftleitung

に
お
け
る
演
習
（
実

践
練
習
つ
き
）」
が
、
一
九
四
四
年
夏
学
期
に
は
、「
経
験
観
察
の

た
め
の
演
習
（
娯
楽
欄Feuilletonism

us

）」
が
行
わ
れ
て
い
る
。

一
九
四
五
年
の
夏
学
期
に
は
告
知
さ
れ
る
だ
け
に
終
わ
っ
た
が

「
経
験
報
道
の
た
め
の
演
習
、
と
り
わ
け
社
会
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
、

実
践
練
習
つ
き
」
や
「
エ
ッ
セ
イ
に
つ
い
て
の
演
習
」
の
講
座
名

が
確
認
で
き
る
。H

euser, a.a.O
., S. 408-409.

（
63
）　

ヴ
レ
ー
デ
・
Ｒ
が
一
八
九
九
年
、
ベ
ル
リ
ン
に
設
立
し
た
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
単
科
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
は
、
講
義
の
ほ
か

に
、
演
劇
・
本
の
書
評
の
演
習
、
編
集
の
た
め
の
演
習
な
ど
、
実

践
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
多
く
の
時
間
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。

Richard W
rede 

（H
rsg.

）, H
andbuch der Journalistik, Ber-

lin, 1902, S. 17-20. 

ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
は
『
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
』
で
、
ヴ
レ
ー
デ
の
大
学
を
「
ア
メ
リ
カ
式
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
単
科
大
学
」
を
試
み
て
失
敗
し
た
例
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。



ヴ
ァ
イ
マ
ル
期
・
ナ
チ
期
に
お
け
る
エ
ミ
ー
ル
・
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
の
新
聞
学

）

三
三　
（
九
〇
三

D
ovifat, D

er am
erikanische Journalism

us, a.a.O
., S. 237.

（
64
）　M

artin M
ohr, Zeitung und N

eue Zeit, M
ünchen und 

Leipzig, 1919, S. 64. 

規
約
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。M

it-
teilungen des D

eutschen Institut für Zeitungskunde Ber-
lin 

（
以
下
：M

D
IZ

） N
r. 13 o. D

, S. 7. 

な
お
こ
の
ベ
ル
リ
ン
研

究
所
の
史
料
に
は
発
行
年
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
継
続
教
育
全
般

に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。Benedikt, a.a.O

., S. 209-211; H
eu-

ser, a.a.O
., S. 284-286.

（
65
）　H

euser, a.a.O
., S.158-161.

（
66
）　Em

il D
ovifat, Zeitungsw

issenschaft und zeitungsfach-
liche Fortbildung, in: Zeitungs-V

erlag, 1929, S. 51-53 

（Sonderheft: Zeitung und W
issenschaft

）.

（
67
）　M

D
IZ, N

r. 15, S. 3.

（
68
）　H

euser, a.a.O
., S. 286, S. 423.

（
69
）　

表
１
は
、
以
下
の
史
料
を
基
に
作
成
し
た
。M

D
IZ, N

r. 22

（N
r. 22

＝M
itteilungen des Instituts für Zeitungsw

issen-
schaft an der U

niversität Berlin.

）, S. 20. 

「
ベ
ル
リ
ン
研
究

所
」
は
、
一
九
三
五
年
、「
ベ
ル
リ
ン
大
学
付
属
新
聞
学
研
究
所
」

（Institut für Zeitungsw
issenschaft an der U

niversität 
Berlin

）
に
改
名
し
た
。

（
70
）　Zeitungs-V

erlag, N
r. 39, 1929, S. 1870; N

r. 10, 1930, S. 
415-416; N

r. 12, S. 212, 1931; N
r. 44, 1931, S. 802.

（
71
）　Bernd Blöbaum

, 

“Germ
an Journalism

 after 1945. Re-
porting Instead of Influencing

”, p. 160, in: Svennik H
øyer 

and H
orst Pöttker 

（eds.

） D
iffusion of the N

ew
s Para-

digm
 1850-2000, Sw

eden, 2005, pp. 157-165.

（
72
）　

例
え
ばZeitungs-V

erlag, N
r. 39, 1929, S. 1871; N

r. 51, 
1930, S. 2065.

（
73
）　Benedikt, a.a.O

., S. 124.

（
74
）　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
な
ど
は
タ
イ
ト
ル
の
み
で
あ
る
が
、
以
下
を
参

照
。H

euser, a.a.O
., S. 424-432.

（
75
）　

本
稿
で
は
、「
国
民
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党
」
を
ナ
チ
党

と
略
記
す
る
。
こ
の
言
葉
と
「
ナ
チ
・
ナ
チ
ス
」
な
ど
の
関
連
す

る
訳
語
の
使
い
分
け
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
論
文
を
参
考
に
し
た
。

小
野
寺
拓
也
、
田
野
大
輔
『
検
証　

ナ
チ
ス
は
「
良
い
こ
と
」
も

し
た
の
か
？
』、
岩
波
書
店
、
二
〇
二
三
年
、
九
―
一
〇
頁
。

（
76
）　Em

il D
ovifat, N

eue A
ufgabe der deutschen Publizis-

tik, in: O
scar M

üller 

（H
rsg.

）, K
risis. E

in politisches 
M

anifest, W
eim

ar, 1932, S. 256-263.

（
77
）　Ebd., S. 259.

（
78
）　Ebd., S. 261-262.

（
79
）　Ebd., S. 263.

（
80
）　Benedikt, a.a.O

., S. 59-60. 

こ
の
経
緯
が
書
か
れ
た
手
稿
が
、

ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
の
親
族
の
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ダ
ー
デ
ル

セ
ン
氏
（Bernhard von D

adelsen

）
の
も
と
に
残
さ
れ
て
い

る
。
こ
ち
ら
は
『
ド
イ
ツ
新
聞
』
の
記
事
の
原
稿
と
見
ら
れ
る
。

Protest gegen A
rierantrag auf der Reichs-D

elegier-
ten-V

ersam
m

lung des RD
P in Berlin am

 30. A
pril 1933.

（
81
）　Benedikt, a.a.O

., S. 12, S. 132.
（
82
）　Em

il D
ovifat, Zeitungslehre I. B

and, T
heoretische 

G
rundlagen-N

achricht und M
einung Sprache und Form

, 
1937, S. 21-26. 

な
お
、「
記
者
」
と
は
「
記
者
法
」
に
よ
り
頻
繁



史
　
　
　
学

　
第
九
三
巻

　
第
四
号

）

三
四　
（
〇
一
三

に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
当
時
の
用
語
で
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
・
編
集
者
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。

（
83
）　Ebd., S. 21-22.

（
84
）　Ebd., S. 25-26.

（
85
）　

ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
は
同
名
の
論
文
を
一
九
五
六
年
と
一
九
六
三
年

の
二
回
寄
稿
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
以
下
の
刊
行
史
料
が

あ

る
。Em

il D
ovifat, D

ie publizistische Persönlichkeit,

（1956

） （1963
）, in: D

orothee von D
adelsen 

（H
rsg.

）, D
ie 

publizistische Persönlichkeit, Berlin, 1990, S. 120-139, S. 
140-177.

（
86
）　

一
九
五
五
年
版
（
改
訂
第
三
版
）
の
記
述
は
以
下
。「
そ
の
職

業
の
前
提
に
お
い
て
、
出
版
人
は
プ
ブ
リ
ツ
ィ
ス
ト
、
商
人

K
aufm

ann

、
印
刷
工
（
技
術
者
）Buchdrucker （T

echniker

）

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
は
こ
う
し
て
三
つ
の
新
聞
の
根
本
的

要
素
―
精
神
的
、
技
術
的
そ
し
て
経
済
的
な
そ
れ
―
を
集
め
、
彼

の
仕
事
に
お
い
て
統
一
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」D

ovifat, Zei-
tungslehre I., 1955, a.a.O

., S. 47. 

「
技
術
者
」
と
い
う
言
葉
は

な
く
な
る
も
の
の
、
こ
れ
と
同
じ
文
章
が
一
九
六
七
年
版
（
改
訂

第
五
版
）
に
も
あ
る
。
吉
田
、
前
掲
書
、
四
一
頁
。
た
だ
し
、
吉

田
は
「
職
業
上
の
条
件
と
し
て
出
版
者
は
言
論
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

で
あ
り
、
商
業
人
で
あ
り
、
書
籍
出
版
者
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な

い
」
と
訳
出
し
て
い
る
。「
言
論
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
」
と
訳
さ
れ
て

い
る
言
葉
の
原
語
は
、「
プ
ブ
リ
ツ
ィ
ス
ト
」Publizist

で
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
に
関
連
し
て
、
吉
田
は
こ
の
本
の
複
数
の
箇
所
で
見

ら
れ
る
「
公
示
的
」publizistisch

と
い
う
形
容
詞
を
「
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
」
と
訳
し
て
い
る
（
一
四
頁
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
公

共
的
使
命
と
そ
の
達
成
」、
一
七
頁
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
使

命
」、
三
七
頁
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
性
格
」）。
筆
者
は
、
そ
れ

ぞ
れ
「
プ
ブ
リ
ツ
ィ
ス
ト
」
お
よ
び
「
公
示
的
」
と
す
る
方
が
、

ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
が
原
語
に
込
め
た
独
特
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
よ
り

良
く
訳
出
で
き
る
と
考
え
る
。

（
87
）　D

ovifat, Zeitungslehre I., 1937, a.a.O
., S. 23.

（
88
）　Ebd., S. 24.

（
89
）　Em

il D
ovifat, Journalism

us, in: W
alther H

eide 

（H
rsg.

）, H
andbuch der Zeitungsw

issenschaft, 1942, 
Leipzig, Sp. 1955-1984.

（
90
）　Ebd., Sp. 1975-1977.

（
91
）　M

D
IZ, N

r. 20, S. 9-11.

（
92
）　H

euser, a.a.O
., S. 286, S. 423. 

こ
の
講
座
で
の
ド
ヴ
ィ
フ

ァ
ト
の
講
義
内
容
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。Em

il D
ovifat, 

Zeitungsw
issenschaft und Zeitungspraxis 

（Referat auf 
1. Reichslehrgang für pressefachliche Fortbildung

） in: 
D

eutsche Presse 27, 1937, S. 330-332.

（
93
）　M

D
IZ, N

r. 22, S. 23.

（
94
）　

帝
国
新
聞
学
校
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
二
つ
の
研
究
を
参
照
。

Jürgen W
ilke, Journalistenausbildung im

 D
ritten 

Reich: D
ie Reichspresseschule, in: M

assenm
edien und 

Journalism
us in G

eschichte und G
egenw

art, G
esam

-
m

elte Studien, Brem
en, 2009, S. 179-202; W

olfgang 
M

üsse, R
eichspresseschule - Journalisten für die D

ik-
tatur? E

in Beitrag zur G
eschichte des Journalism

us im
 

D
ritten R

eich, M
ünchen u. a, 1995.
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ァ
イ
マ
ル
期
・
ナ
チ
期
に
お
け
る
エ
ミ
ー
ル
・
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
の
新
聞
学

）

三
五　
（
一
一
三

（
95
）　Benedikt, a.a.O

., S. 62.
（
96
）　D

ovifat, Zeitungslehre I., 1955, a.a.O
., S. 5.

（
97
）　

例
え
ば
、O

tto K
öhler, Große K

unst der Cam
ouflage 

-Ein Zeitungsw
issenschaftler im

 W
echsel seiner A

ufla-
gen: Em

il D
ovifat, in: O

tto K
öhler, U

nheim
liche Publizis-

ten: D
ie verdrängte V

ergangenheit der M
edienm

acher, 
M

ünchen, 1995, S. 58-88.

ケ
ー
ラ
ー
は
、
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
が

「
行
間
の
公
示
」
の
例
を
示
せ
て
い
な
い
と
批
判
し
て
い
る
。S. 

78.

（
98
）　

代
表
的
な
も
の
と
し
て
以
下
を
参
照
。Bernd Sösem

ann, 
A

uf dem
 Grat zw

ischen Entschiedenheit und K
om

pro-
m

iß, in: Sösem
ann, a.a.O

., S. 103-159. 

他
に
も
以
下
の
論
考

を
参
照
。H

osrt Pöttker, K
onform

ität-O
pportunism

us-O
p-

position. Zur T
ypologie von V

erhaltensw
eisen im

 N
S-Re-

gim
e und danach, in: W

olfgang D
uchkow

itsch, Fritz 
H

ausjell, Bernd Sem
rad 

（H
rsg.

）, D
ie Spirale des Schw

ei-
gens: Zum

 U
m

gang m
it der nationalsozialistischen Zei-

tungsw
issenschaft, M

ünster, 2004, S. 41-53. 

こ
の
論
考
で
は
、

ド
イ
ツ
の
新
聞
学
者
の
ナ
チ
ズ
ム
に
対
す
る
同
時
代
の
対
応
を
類

型
化
し
て
い
る
。
そ
の
分
類
に
よ
れ
ば
、
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
は
、
完

全
に
ナ
チ
党
に
同
化
し
た
パ
タ
ー
ン
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
み
同
化

し
た
パ
タ
ー
ン
で
は
な
く
、「
日
和
見
主
義
」
の
項
目
で
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
際
、
著
者
は
、
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
が
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
的
に
同
化
し
た
点
と
抵
抗
運
動
に
は
身
を
挺
さ
な
か
っ
た
も

の
の
、
ナ
チ
ズ
ム
に
対
し
て
距
離
を
取
っ
て
い
た
点
も
あ
り
、
判

断
が
難
し
い
例
と
し
て
い
る
。S. 46.

（
99
）　Pfeiffer, a.a.O

.

（
100
）　Benedikt, a.a.O

., S. 237.

（
101
）　

例
え
ば
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
が
言
及
し
て
い
る
も
の
で
、
ナ
チ
期
の

一
九
三
四
年
に
ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
が
書
い
た
と
さ
れ
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
養
成
に
つ
い
て
の
以
下
の
覚
え
書
き
は
、
所
蔵
先
と
さ
れ
る

ド
ル
ト
ム
ン
ト
新
聞
研
究
所
に
確
認
し
た
が
、
現
在
存
在
し
な
い
。

ド
ヴ
ィ
フ
ァ
ト
の
親
族
に
も
確
認
し
た
が
、
非
刊
行
で
あ
る
こ
の

史
料
の
行
方
は
不
明
だ
っ
た
。Em

il D
ovifat, D

ie journalis-
tische V

orbildung. V
orschläge und A

nregungen, 1934. 

こ

う
し
た
状
況
は
、
ド
イ
ツ
人
研
究
者
に
と
っ
て
も
同
じ
で
、
こ
の

史
料
は
、
現
在
利
用
で
き
な
い
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

V
enem

a （2023

）, a.a.O
., S. 187, A

nm
. 202.

（
102
）　

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
史
の
典
型
的
な
叙
述
は
、
本
稿
の
註（
６
）と

註（
７
）の
文
献
を
参
照
。

（
103
）　T

hom
as N

ipperdey, D
eutsche G

eschichte 1866-1918, 
1. Bd. A

rbeitsw
elt und Bürgergeist, M

ünchen, 1990, S. 
805.

（
104
）　T

hom
as Birkner, D

as Selbstgespräch der Zeit: die 
G

eschichte des Journalism
us in D

eutschland 1605– 
1914, H

alem
, 2012, S. 18, S. 264ff. 

ビ
ル
ク
ナ
ー
が
分
析
対
象

と
し
て
い
た
一
九
一
四
年
よ
り
も
時
代
的
に
あ
と
に
組
織
化
さ
れ

た
新
聞
学
に
つ
い
て
は
、
同
研
究
で
は
考
察
の
対
象
に
は
な
っ
て

い
な
い
。

（
105
）　

十
九
世
紀
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
低
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